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圷 功三さんスインピア矢祭所長

本多 良仁さん
Yoshihito Honda
父

本多 香織さん
Kaori Honda
母

に



佐藤心
こ は る

春ちゃん
麦茶や牛乳など、なるべ
く甘くない物を飲ませて
あげるように心がけてい
ます。

塙祐
ゆ う と

翔くん
チョコレートやアメなど
を頻繁に食べさせないよ
うにしています。

丸山凛
りん

ちゃん

チョコレートやアメなど
の甘い物はできるだけ与
えないように気を付けて
います。

菊池玲
れ お

陽くん
ジュースなどは、なるべ
く１日１回にして、その
他はお茶を飲ませるよう
にしています。

菊池音
お と は

羽ちゃん
仕上げ磨きを欠かさずに
行い、甘い飲み物や食べ
物を摂りすぎないように
しています。

齋藤楽
が く

玖くん
歯みがきをする時には、
毎回仕上げ磨きをしっか
りとするようにしていま
す。

藤田彩
さ え

愛ちゃん
仕上げ磨きをしっかりと
するように心がけていま
す。

古張翔
しょ う た

大くん
だらだらとおやつを食べ
ないように量や時間を決
めています。

塙愛
あ い り

梨ちゃん
なるべく甘い食べ物や飲
み物を控えるように心が
けています。

石原嘉
よ し と

人くん
仕上げ磨きをしっかりと
しています。特に夜の歯
みがきの時には念入りに
行っています。

山田惺
せ か い

介くん
ジュースをあまり飲ませ
ないようにし、仕上げ磨
きをきっちりとするよう
にしています。

令和元年推定尿中塩分測定結果(９６５名分)

ｇ

ｇ



行    政
N A V I

その 1

▶ごみが散乱せず、収
集運搬作業においてご
み袋を運びやすくなり
ます。

ごみ袋はしっかり縛って封を
その 2

▶収集運搬作業にお
いてごみ袋を運びや
すくし、収集車での破
裂を防止できます。

ごみ袋の空気を抜いて出す
その 3

▶ごみの量を減らすことができ
ます。

生ごみは水を切る

その 5

▶粗大ごみの持ち込みを停止している
場合や、資源物の分け方・出し方が普
段と異なる場合などがあ
ります。また、マスクな
どごみのポイ捨ては絶対
にやめましょう。

自治体の分別・収集ルールを確認

収
ご

１ ごみ箱にごみ袋をかぶせ、
いっぱいにならないよう
にしましょう！

２ ごみに直接ふれることの
ないよう、しっかり縛っ
て出しましょう！

３ ごみ箱にごみ袋をかぶせ、
いっぱいにならないよう
にしましょう！

区民。／右▶ニュータウン中山区民か
らの要望に回答する佐川町長



工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

令和２年度水道基幹改良事業配
水管布設替工事

令和２年
７月 13 日

（27,346,000 円）
24,403,500 円

佐藤建設（株）
代表取締役　佐藤　正美

内  川  字
正 部 地 内

令和 2年 7月 13 日～
令和３年 12 月 18 日

令和２年度国道３４９号バイパ
ス配水管布設替第１回工事

令和２年
７月 13 日

（25,899,500 円）
25,193,300 円

県南建設（株）
代表取締役　藤田　良一

下関河内字
中山地内外

令和 2年 7月 13 日～
令和３年 3月 31 日

令和２年度国道３４９号バイパ
ス配水管布設替第２回工事

令和２年
７月 13 日

（19,151,000 円）
18,590,000 円

緑川建設（株）
代表取締役　近田　昌弘

下関河内字
宮脇地内外

令和 2年 7月 13 日～
令和３年 3月 31 日

令和２年度矢祭小学校駐車場整
備工事

令和２年
７月 28 日

（2,557,500 円）
2,519,000 円

緑川建設（株）
代表取締役　近田　昌弘

東  舘  字
反 田 地 内

令和２年８月１日～
令和３年３月 31 日

令和元年度林道滝川西線災害復
旧工事

令和２年
７月 31 日

（26,822,400 円）
26,785,000 円

（株）グリーンサービス福島
代表取締役　菊池　忠夫 下関河内地内 令和２年７月 31 日～令和３年３月 31 日

令和元年度手元沢川河川災害復
旧工事

令和２年
７月 31 日

（3,309,900 円）
3,278,000 円

矢祭建設（株）
代表取締役　菊池　修一

宝  坂  字
竹 ノ 内 地 内

令和２年７月 31 日～
令和３年３月 31 日

令和元年度小田川河川災害復旧
工事

令和２年
７月 31 日

（5,850,900 円）
5,720,000 円

佐藤建設（株）
代表取締役　佐藤　正美

大  垬  字
滝 平 地 内

令和２年７月 31 日～
令和３年３月 31 日

令和元年度寄藤沢河川災害復旧
工事

令和２年
７月 31 日

（10,804,200 円）
10,670,000 円

県南建設（株）
代表取締役　藤田　良一

上関河内字
寄 藤 地 内

令和２年７月 31 日～
令和３年３月 31 日

令和元年度コブ川柳町河川災害
復旧工事

令和２年
７月 31 日

（4,158,000 円）
4,070,000 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川　泉

宝  坂  字
柳 町 地 内

令和２年７月 31 日～
令和３年３月 31 日

令和元年度川岐川河川災害復旧
工事

令和２年
７月 31 日

（23,864,500 円）
23,595,000 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川　泉

宝  坂  字
川 岐 地 内

令和２年７月 31 日～
令和３年３月 31 日

令和元年度農地農業用施設災害復
旧事業海老根第1地区復旧工事

令和２年
７月 31 日

（8,618,500 円）
8,382,000 円

県南建設（株）
代表取締役　藤田　良一

高  野  字
海 老 根 地 内

令和２年７月 31 日～
令和３年３月 31 日

令和元年度農地農業用施設災害
復旧事業早房第1地区復旧工事

令和２年
７月 31 日

（10,068,300 円）
9,955,000 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川　泉

中 石 井 字
早 房 地 内

令和２年７月 31 日～
令和３年３月 31 日

令和元年度農地農業用施設災害
復旧事業馬渡戸地区復旧工事

令和２年
７月 31 日

（13,226,400 円）
12,870,000 円

県南建設（株）
代表取締役　藤田　良一

上関河内字
馬渡戸地内

令和２年７月 31 日～
令和３年３月 31 日

入
札
結
果



協力隊員が運営している
Facebook では、隊員
の活動等をさらに詳しく
見ることができます。▶

ROFILE
川瀬孝之【かわせたか
ゆき】72歳。静岡県浜
松市出身。前職は書道
用品店経営。音楽鑑賞
とお茶が趣味。担当業
務は町文化財振興。
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図 書 館 だ よ り
libr ary Information

ＰＩＣＫ　ＵＰ

Q：まちの駅ってなに？

A：まちの駅は、無料で休憩
　  できるまちの案内所です。

　　　　　　　冷たいお茶はじめました

ＨＰ

Facebook

【今月の休館日】

【問い合わせ】

【８月のイベント】

【９月のイベント】



矢祭祭
遺産遺産

－No.7 －藤
井　

隆たか
は
る治
さ
ん

代
表
取
締
役

藤
井
丈じ

ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん

勤
続
６
年
目

会社概要

藤井工業株式会社
住　所　〒 963-5203　戸塚字池袋 67-1
電　話　0247-46-2656
創　業　平成 13年
代表者　代表取締役　藤井隆治
社員数　９名
主事業　製造業（押出成形セメント打込型枠材）

丈 隆

隆

型枠材）

さ
れ
、
地
図
に
残
る
建
物
を
作
る

こ
と
に
携
わ
れ
る
の
は
と
て
も
う

れ
し
い

本
木
ヒ
ル
ズ
屋
上
に
も
施
工
さ
れ
や
六





やまつり
議会議会だよりだより №153

2020.8.7

矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
改
正
ほ
か

全
議
案
可
決
！

　

６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日

は
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。

　

３
日
目
、
４
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
８
名
が
登
壇
し
、
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
報
告
３
件
の
ほ
か
、
条
例
の
一
部
改
正
６
件
、
令
和
２
年
度
各
会

計
補
正
予
算
７
件
、
人
事
案
件
１
件
が
提
案
さ
れ
、
14
案
件
を
審
議
し
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

21

第５回定例会
６月１５日～１９日

20

◎
専
決
第
７
号　

令
和
２
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
議

案
第
39
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
緊
急
や

む
を
得
ず
専
決
処
分
し
ま
し
た

の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
40
号
）

　

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
伴

う
、
特
別
定
額
給
付
金
５
億
６
，

５
１
０
万
円
を
計
上
す
る
と
と

も
に
、
町
独
自
の
支
援
策
と
し

て
、
売
り
上
げ
が
減
少
し
て
い

る
町
内
の
個
人
事
業
主
や
中
小

企
業
を
対
象
と
す
る
、
商
工
業

経
営
合
理
化
資
金
信
用
保
証
料

補
助
金
及
び
同
利
子
助
成
金
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
支
援
金
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
資
金
貸
付

金
等
に
か
か
る
費
用
を
新
た
に

計
上
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

台
風
19
号
被
害
に
よ
る
農
地
等

の
土
砂
撤
去
に
か
か
る
建
設
借

上
料
の
増
額
や
も
っ
た
い
な
い

図
書
館
の
エ
ア
コ
ン
清
掃
手
数

料
、
こ
ど
も
園
に
お
け
る
福
島

県
教
育
支
援
体
制
整
備
事
業
実

施
に
伴
う
保
健
衛
生
費
の
計
上

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

第
４
回
臨
時
会

令
和
２
年
第
４
回
町
議
会
臨
議
会
は
、
５
月
11
日
午
前
10
時
に
招

集
さ
れ
、
専
決
処
分
１
件
、
補
正
予
算
１
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て
（
報
告
第
１
号
）

　

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
修
繕
工
事

監
理
委
託
料
及
び
同
工
事
に
係

る
継
続
費
の
逓
次
繰
越
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
４
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て
（
報
告
第
２
号
）

21
件
の
事
業
の
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
施
行
令
第
１
４
６
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る

も
の
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て
（
報
告
第
３
号
）

　

県
実
施
の
福
島
県
復
興
再
生

基
盤
整
備
事
業
が
繰
越
事
業
と

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
県
事
業

の
補
償
工
事
で
あ
る
「
令
和
元

年
度
舘
谷
地
内
給
水
管
布
設
替

工
事
」
に
つ
い
て
も
繰
越
事
業

と
な
っ
た
た
め
、
地
方
公
営
企

業
法
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
繰
越
計
算
書
を
調
製

し
た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
議
案
第
41
号
）

　

「
行
政
手
続
き
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
42
号
）

　

国
の
地
方
税
法
等
の
改
正
に

伴
い
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
復
興
産
業
集
積
区
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
議
案
第
43
号
）

　

条
項
中
の
元
号
を
改
め
る
も

の
で
す
。

◎
矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
44
号
）

　

令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
本
算
定
の
た
め
の
按
分
率

改
正
と
と
も
に
、
地
方
税
法
改

正
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
45
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
、
又
は
感
染
が
疑
わ
れ
る
症

状
が
現
れ
た
こ
と
に
よ
り
療
養

し
、
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
給
与
等
の
全
部
又
は
一

部
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

被
保
険
者
に
対
し
て
、
一
定
期

間
に
限
り
、
傷
病
手
当
金
を
支

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
規

定
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
46
号
）

　

県
条
例
と
の
整
合
性
を
図
る

た
め
、
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
47
号
）

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
給
付
事

業
に
係
る
業
務
委
託
料
、
地
産

地
消
宿
泊
プ
ラ
ン
事
業
及
び
地

産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
開
発
・
提
供

事
業
等
の
助
成
金
を
新
た
に
計

上
す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
等

や
各
公
共
施
設
で
使
用
す
る
感

染
症
対
策
用
消
耗
品
等
の
購
入

費
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
関
連
枠
創
設
に
伴
う
、
商

工
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資
貸

付
預
託
金
の
増
額
。
ま
た
、
第

６
次
矢
祭
町
総
合
計
画
及
び
第

２
次
矢
祭
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定
業
務

委
託
料
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
、

準
用
河
川
田
川
等
土
砂
撤
去
工

事
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
施

設
整
備
工
事
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
購
入
費
、
町
民
プ
ー
ル
監

視
員
報
償
費
の
計
上
、
台
風
19

号
被
害
に
よ
る
農
地
等
の
土
砂

撤
去
に
係
る
建
設
機
械
借
上
料

の
増
額
が
主
な
補
正
の
内
容
で

す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
48
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
国
保
税
の
本

算
定
、
歳
出
に
お
け
る
県
納
付

金
の
決
定
が
主
な
補
正
の
内
容

で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
49
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
他
会
計
繰
入

金
の
増
、
歳
出
に
お
け
る
工
場

団
地
造
成
事
業
費
の
増
が
主
な

補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
50
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
繰
入
金
の

増
、
歳
出
に
お
け
る
宅
地
造
成

事
業
費
の
増
が
主
な
補
正
の
内

容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
51
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
他
会
計
繰
入

金
の
減
、
歳
出
に
お
け
る
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
及
び
包

括
的
支
援
事
業
任
意
事
業
費
の

増
、
総
務
管
理
費
、
予
備
費
の

減
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
52
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
一
般
会
計
繰

入
金
の
減
、
歳
出
に
お
け
る
総

務
管
理
費
の
減
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
53

号
）

　

第
３
条
予
算
の
収
益
的
収
入

及
び
支
出
に
お
い
て
、
営
業
費

用
の
高
地
原
中
地
区
Ｊ
Ｒ
鉄
橋

配
水
管
撤
去
工
事
負
担
金
の
増

額
及
び
水
道
料
金
調
定
シ
ス
テ

ム
保
守
委
託
料
の
減
額
が
主
な

補
正
の
内
容
で
す
。

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
（
議
案
第
54
号
）

　

地
方
税
法
第
４
２
３
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
、
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

星　

紀
久
男　

氏

令和２年度各会計別予算補正状況（議案第47号～第53号）　　
　　　　         　　　                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

会　　計　　名 既定額 補正額 予算総額
一　 般　 会　 計 5,459,466 240,566 5,700,032

特別会計

国民健 康保険 610,725 1,146 611,871

工場団地造成事業 981 800 1,781

宅 地 造成事業 6,356 2,060 8,416

介 護 保 険 534,552 △ 594 533,958

後期高齢者医療保険 146,408 △ 587 145,821

水道事業 収 益 的 支 出 123,805 △ 294 123,511

　令和２年度一般会計予算補正状況（専決第７号）
　　　　　　         　　　                     　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

会　　計　　名 既定額 補正額 予算総額

一　般　会　計 4,730,000 6,006 4,736,006

　令和２年度一般会計予算補正状況（議案第40号）
　　　　　　         　　　                     　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

会　　計　　名 既定額 補正額 予算総額

一　般　会　計 4,736,006 723,460 5,459,466

条　
　
　

例

補

正

予

算

人

事

案

件

専
決
処
分

報　
　
　

告

補

正

予

算
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
町

内
の
企
業
や
事
業
所
、商
工
業
、

農
林
業
な
ど
で
大
き
な
打
撃
を

受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

町
の
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
倒
産
や
廃
業
、
事
業
継

続
危
機
に
追
い
込
ま
れ
る
事
業

所
等
は
な
い
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

今
回
、
３
次
産
業
の
飲
食

業
、
観
光
業
、
宿
泊
業
、
旅
行

業
、
輸
送
関
係
が
非
常
に
心
配

さ
れ
、
国
の
対
策
と
し
て
２
次

補
正
が
成
立
さ
れ
た
。
本
町
で

も
１
次
産
業
の
畜
産
業
、
花
卉

産
業
に
特
に
影
響
が
出
て
い
る

と
感
じ
る
。
今
後
、
町
と
し
て

も
現
在
の
感
染
防
止
体
制
を
保

ち
な
が
ら
、
経
済
の
活
性
化
に

努
め
て
参
り
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

中
小
企
業
や
商
工
業
者
に
お

い
て
は
、
直
近
１
カ
月
の
売
上

額
の
減
少
、
前
年
同
月
比
と
比

べ
て
15
％
か
ら
60
％
の
減
少
が

あ
る
。
飲
食
店
に
お
い
て
は
、

同
じ
く
30
％
か
ら
80
％
近
く
売

り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る
。
現

在
、
倒
産
や
廃
業
と
い
っ
た
話

は
聞
い
て
い
な
い
が
、
町
と
し

て
も
様
々
な
経
済
対
策
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

経
営
持
続
化
支
援
金
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
現
在
の

申
請
受
付
状
況
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

６
月
16
日
時
点
で
34
件
の
受

付
を
し
て
い
る
。

　
　

人
口
減
少
が
進
み
、
矢
祭

町
が
矢
祭
町
と
し
て
持
続
し
て

い
く
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
は
急

務
で
あ
る
と
考
え
る
。
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
確

固
た
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
望
ま
れ
る

が
、
町
長
の
思
い
が
あ
れ
ば
伺

い
た
い
。

　
　

町
長

　

日
本
中
が
人
口
減
と
い
う
社

会
現
象
に
あ
り
、
非
常
に
難
し

い
施
策
と
考
え
る
。
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
と
い
っ
て
も
単
独
で

は
で
き
な
い
の
で
、
県
を
超
え

た
近
隣
の
市
町
村
と
の
共
同
施

策
に
持
っ
て
い
く
べ
き
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

町
の
人
口
減
少
を
抑
え
る

た
め
に
も
、
負
の
連
鎖
を
良
好

な
循
環
へ
と
変
え
る
手
だ
て
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

平
成
30
年
度
に
お
い
て
、
東
館

駅
周
辺
整
備
構
想
の
骨
格
は

固
ま
っ
た
と
認
識
し
て
い
る

が
、
こ
の
構
想
と
大
き
く
乖
離

す
る
こ
と
な
く
計
画
が
進
む
の

か
、
方
針
並
び
に
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

昨
年
の
台
風
19
号
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
地
域
防
災
計
画
、
国
土
強

靭
化
計
画
も
今
年
度
に
作
成
す

る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も

含
め
な
が
ら
駅
前
の
開
発
も
考

え
た
い
。
た
だ
、
白
紙
に
戻
す

の
で
は
な
く
、
構
想
を
練
り
、

情
報
収
集
し
な
が
ら
検
討
す
る

つ
も
り
で
あ
る
。

　
　

整
備
構
想
が
固
ま
っ
た
上

で
の
基
本
計
画
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
構
想
と
大
き
く
乖
離
せ

ず
前
に
進
む
と
い
う
姿
勢
な
の

か
伺
う
。

　
　

町
長

　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
国

道
３
４
９
号
改
良
工
事
の
下
関

工
区
と
小
田
川
２
工
区
の
進
捗

状
況
と
完
成
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

県
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、下
関
工
区
は
進
捗
率
74
％
、

完
成
時
期
は
２
０
２
０
年
代
初

頭
で
あ
る
。
小
田
川
２
工
区

は
、
進
捗
率
が
95
％
、
完
成
は

２
０
２
０
年
代
初
頭
で
あ
る
。

　
　

小
田
川
２
工
区
は
、
宝
坂

字
岡
ノ
田
地
内
で
改
良
工
事
が

終
了
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
先
の
計
画
は
な
い
と
聞
い

て
い
る
。
同
路
線
は
、
国
道

２
８
９
号
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
で

あ
り
、
近
年
、
関
東
圏
の
車
の

通
行
が
多
く
、
危
険
が
増
し
て

い
る
。
部
分
改
良
に
よ
る
危
険

個
所
の
解
消
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る
か
と
思
う
が
、
県
へ
の
要
望

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

道
路
改
良
に
係
る
要
望
箇
所

と
し
て
は
、
国
道
３
４
９
号
の

下
関
工
区
、
県
道
石
井
大
子
線

の
茗
荷
２
工
区
、
国
道
１
１
８

号
山
野
井
工
区
、
県
道
下
関
河

内
小
生
瀬
線
福
住
地
内
、
そ
し

て
小
田
川
２
工
区
の
先
、
押
舘

か
ら
塙
町
境
ま
で
の
４
㎞
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
る
。

　
　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が

進
み
、
担
い
手
不
足
に
よ
る
農

用
地
の
荒
廃
、
環
境
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
。
町
内
の
農
業
就
業

者
の
年
代
別
人
口
、
専
業
農
家

数
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

専
業
農
家
数
は
90
戸
で
、
従

事
者
の
年
齢
層
は
10
代
０
・
３
％
、

20
代
１
・
０
％
、30
代
２
・
９
％
、

40
代
１
・
７
％
、50
代
７
・
２
％
、

60
代
27
・
７
％
、70
代
34
・
０
％
、

80
代
以
上
が
25
・
１
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

現
状
の
農
業
担
い
手
の
状

況
を
踏
ま
え
、
草
刈
り
が
不
要

と
な
る
農
道
の
舗
装
化
、
台
風

19
号
被
害
で
町
が
対
応
し
た
、

農
地
水
路
等
土
砂
撤
去
の
継
続

性
な
ど
、
農
地
を
維
持
し
て
い

く
た
め
の
対
応
が
望
ま
れ
て
い

る
と
感
じ
る
が
、考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

農
道
の
舗
装
化
に
つ
い
て

は
、
生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ

れ
る
場
合
は
舗
装
す
る
こ
と
は

あ
る
が
、
基
本
的
に
は
受
益
者

の
方
に
維
持
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
。
た
だ
、
受
益
者
で
行

う
こ
と
が
難
し
い
所
に
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
等
の
現
物
を
町
が

負
担
し
て
、
協
働
で
の
舗
装
が

で
き
な
い
か
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。
農
地
水
路
等
の
土
砂
撤

去
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
自
力

復
旧
や
共
同
作
業
で
の
対
応
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
る

よ
う
な
災
害
の
場
合
に
は
、
重

機
使
用
料
の
町
負
担
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

矢
祭
山
は
東
北
の
玄
関
口

で
あ
り
、
町
が
誇
れ
る
観
光
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
こ
の
貴
重

な
資
源
、
景
観
を
保
全
す
る
た

め
の
全
体
構
想
は
あ
る
の
か
伺

う
。

　
　

町
長

　

矢
祭
山
公
園
の
雑
木
の
整
備

等
、
山
の
手
入
れ
等
を
し
っ
か

り
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
と
い
う

の
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
広

報
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
の
発
信
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
か
な
い
と
、
資
源
の

開
発
に
も
繋
が
ら
な
い
の
で
は

な
い
の
か
と
思
う
。ま
た
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
、
松
の

ゾ
ー
ン
、
紅
葉
の
ゾ
ー
ン
、
桜

の
ゾ
ー
ン
等
の
ゾ
ー
ン
を
作
っ

て
お
客
さ
ん
を
集
客
す
る
。
更

に
、
花
を
植
え
て
観
光
客
の
幸

せ
感
を
作
る
と
い
う
の
も
行
政

の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

観
光
の
指
針
と
し
て
、「
輝

く
矢
祭
山
再
生
プ
ラ
ン
」
が
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
集
約

さ
れ
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
い

る
が
、少
し
不
明
確
を
感
じ
る
。

こ
れ
が
指
針
で
あ
る
の
か
確
認

し
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

こ
の
計
画
の
最
終
目
標
は
、

矢
祭
山
公
園
の
復
活
で
あ
り
、

公
園
整
備
の
基
本
方
針
と
し
て

公
園
内
の
樹
木
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

に
関
す
る
考
え
方
を
整
理
し
て

い
る
。
町
長
申
し
上
げ
た
通

り
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
付
け
て
植

栽
を
管
理
し
て
い
く
。
樹
木
以

外
に
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
設
定
や
看
板
の
整
備
、
老
朽

化
し
て
い
る
構
造
物
等
の
修
繕

な
ど
、
管
理
計
画
を
基
本
に
公

園
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

矢
祭
山
は
町
の
情
報
を
発

信
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所

で
あ
る
と
感
じ
て
も
ら
い
た

い
。
町
の
産
業
を
含
め
、
観
光

物
産
の
拠
点
た
る
中
核
的
施
設

を
望
む
声
も
聞
い
て
い
る
が
、

考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

矢
祭
山
に
、
道
の
駅
の
構
想

が
あ
れ
ば
、
更
に
観
光
地
の
集

客
を
し
た
り
、
中
継
地
点
と
か

に
変
わ
る
施
設
が
あ
れ
ば
、
近

隣
か
ら
の
観
光
地
の
お
客
様
も

来
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
滝

川
の
里
も
１
つ
の
プ
ラ
ン
作
り

が
成
功
し
た
事
例
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
形
を

モ
デ
ル
に
し
な
が
ら
、
矢
祭
山

の
観
光
資
源
の
開
発
等
も
考
え

て
い
き
た
い
。

　
　

観
光
物
産
の
拠
点
的
な
も

の
を
整
備
し
、
い
ろ
い
ろ
な
施

設
を
ひ
と
ま
と
ま
り
に
し
、
こ

れ
か
ら
の
公
園
の
維
持
管
理
の

財
源
や
雇
用
の
確
保
を
生
み
出

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
矢
祭
山

の
保
全
は
大
変
だ
ろ
う
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

映
画
や
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
地
の

提
供
等
を
絡
め
た
観
光
資
源
の

開
発
や
Ｓ
Ｌ
機
関
車
運
行
の
イ

ベ
ン
ト
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

買
い
物
支
援
事
業
は
、
や

ま
つ
り
ま
ち
ひ
と
み
ら
い
づ
く

り
協
議
会
の
事
業
と
し
て
展
開

し
て
い
る
と
思
う
が
、利
用
者
・

運
営
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

登
録
者
は
５
月
31
日
時
点
で

63
名
と
な
っ
て
い
る
。
月
平
均

の
利
用
件
数
が
15
件
、
購
入
金

額
が
月
平
均
４
万
３
，
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
町

内
商
店
や
加
工
施
設
と
連
携
し

て
、
新
た
な
６
次
産
業
化
商
品

の
開
発
に
取
り
組
む
ほ
か
、
商

品
配
達
の
際
に
農
産
物
の
集

荷
が
で
き
な
い
か
等
検
討
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を
さ
ら
に

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
担
当
者
は
一
生
懸
命
行
っ

て
い
る
が
、
ど
う
し
て
も
注
文

を
待
つ
、受
け
の
姿
勢
で
あ
り
、

事
業
拡
大
は
難
し
い
印
象
を
受

け
る
。
徳
島
市
が
発
祥
の
移
動

ス
ー
パ
ー
「
と
く
し
丸
」
と
い

う
の
が
全
国
的
に
広
が
り
を
見

せ
て
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
町
で
も

研
究
・
検
討
い
た
だ
け
な
い
か

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

移
動
ス
ー
パ
ー
に
つ
い
て

は
、
今
後
ま
ち
ひ
と
み
ら
い
づ

く
り
協
議
会
の
中
で
検
討
材
料

と
し
て
い
き
た
い
。

　
　

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
の
出
店
に
よ
り
、

商
店
街
の
空
洞
化
が
益
々
深
刻

で
あ
る
。
東
館
駅
周
辺
開
発
と

商
店
街
の
振
興
策
を
セ
ッ
ト
で

検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
う
。

　
　

町
長

　

商
店
は
、
生
活
必
需
品
を
い

つ
で
も
買
え
る
、
人
と
人
と
の

繋
が
り
、
情
報
交
換
と
い
っ
た

良
さ
が
あ
り
、
チ
ェ
ー
ン
店
に

は
品
物
の
価
格
戦
略
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
、
棲
み
分
け
は
可

能
だ
と
思
う
。
や
は
り
生
き
残

る
に
は
い
ろ
い
ろ
な
視
察
や
勉

強
を
し
な
い
と
、
行
政
が
対
応

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
17
日
と
18
日
の
２
日
間
行
な
わ

れ
、
８
議
員
が
登
壇
し
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し

ま
し
た
。（
通
告
順
）　
　
　
　

片野一也議員

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
影
響
と
対
策
に
つ
い
て

一
般･

土
木･

農
業･

商
工
観
光
・
福
祉
教
育
行
政

質
問　

自
然
公
園
矢
祭
山
の

保
全
と
整
備
構
想
に
つ
い
て

答

問

答

問

答問

答問

答 質
問　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
方
策
と
東
館
駅
周
辺
整
備
計

画
構
想
に
つ
い
て

質
問　

国
道
３
４
９
号
の

整
備
促
進
に
つ
い
て

質
問　

農
用
地
等
の
荒
廃
対

策
に
つ
い
て

質
問　

買
い
物
支
援
事
業
の

現
状
と
あ
り
方
に
つ
い
て

質
問　

商
店
街
の
活
性
化
対

策
に
つ
い
て

問問 答

答問

問

問答

答問

答

答

答答

答問答問

答問答

問問

問
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す
る
の
に
も
限
界
が
あ
る
。

　
　

東
館
駅
周
辺
整
備
開
発
を

進
め
て
行
く
上
で
、
商
業
ス

ペ
ー
ス
、
テ
ナ
ン
ト
を
入
れ
る

方
法
も
あ
る
と
思
う
。
駅
周
辺

の
開
発
と
リ
ン
ク
し
て
、
関
係

団
体
が
議
論
を
す
る
機
会
が

あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

東
館
駅
周
辺
整
備
の
構
想
の

中
で
、
具
体
的
な
テ
ナ
ン
ト
と

か
を
示
す
の
は
ま
だ
早
い
と

思
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
駅
周
辺

の
整
備
を
し
、
そ
の
後
買
い
物

し
や
す
い
、
町
の
中
心
街
に
ふ

さ
わ
し
い
構
想
も
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

町
に
は
多
く
の
雇
用
が
確

保
さ
れ
て
い
る
が
、
大
学
卒
業

者
が
地
元
に
帰
っ
て
就
業
で
き

る
業
種
の
企
業
誘
致
が
望
ま
れ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
働
き
方
も
見
直
さ

れ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
近
い
将
来

に
お
い
て
働
き
方
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
こ

れ
か
ら
の
企
業
誘
致
の
考
え
方

を
伺
う
。

　
　

町
長

　

コ
ロ
ナ
が
一
段
落
す
れ
ば
、

首
都
圏
と
の
防
災
協
定
を
進
め

な
が
ら
、
企
業
誘
致
の
チ
ャ
ン

ス
を
見
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り

国
は
分
散
型
の
都
市
と
言
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
受
け
町
も
受
け

入
れ
体
制
を
勉
強
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

本
町
で
は
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
日
本
一
を
掲
げ
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
、
町
の
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
基
本
的
な

理
念
、
重
点
目
標
等
を
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

「
令
和
２
年
矢
祭
の
教
育
」

の
中
に
教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
て
い
る
が
、
教
育
環
境
整
備

は
支
援
措
置
に
お
い
て
、
有
効

利
用
を
図
る
た
め
の
手
立
て
や

新
た
な
課
題
の
対
応
を
し
な
く

て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
お

り
、「
人
が
輝
き
、
ま
ち
が
輝

き
、
明
日
に
輝
く
矢
祭
町
」
の

構
築
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

矢
祭
町
は
義
務
教
育
が
終

了
す
る
15
歳
ま
で
の
支
援
は
充

実
し
て
い
る
と
思
う
が
、高
校
、

大
学
就
学
期
間
の
支
援
が
手
薄

で
は
な
い
か
。
高
校
生
奨
学
助

成
金
、
大
学
入
学
一
時
金
制
度

等
々
の
見
直
し
や
、
新
た
な
支

援
制
度
の
創
設
が
あ
っ
て
も
よ

い
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

こ
の
観
点
か
ら
の
支
援
拡
充

を
考
え
る
余
地
は
、
十
分
あ
り

え
る
と
思
う
。
ま
ず
、
国
・
県

の
高
等
教
育
へ
の
助
成
措
置
の

情
報
を
収
集
し
、
保
護
者
か
ら

の
相
談
に
乗
れ
る
体
制
を
構
築

し
、
そ
の
上
で
な
お
欠
け
る
部

分
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
援
を
す
る
こ
と
が
可

能
か
を
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

新
し
い
時
代
の
授
業
ス
タ

イ
ル
、教
育
の
あ
り
方
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

今
回
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
関
連
し
て
、
関
連
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。
町
で
は
ど

の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
あ
り
方
が

適
し
て
い
る
か
は
、
そ
れ
に
対

す
る
知
見
も
不
十
分
で
あ
り
、

ま
ず
は
し
っ
か
り
と
検
討
し
て

い
く
体
制
を
作
っ
た
上
で
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
子
ど
も
た

ち
に
貸
し
出
す
事
業
な
の
か
伺

う
。

　
　

教
育
課
長

　

ま
だ
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
子
ど
も
１
人
１
台

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
つ
こ
と
が
、

想
定
さ
れ
る
形
で
あ
る
。

　
　

い
ろ
い
ろ
な
災
害
が
あ
る

中
で
、
矢
祭
は
水
害
に
弱
い
こ

と
が
わ
か
る
。
久
慈
川
西
側
の

早
急
な
堤
防
設
置
を
希
望
す
る

が
、現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

２
月
に
関
岡
区
民
と
県
と
の

話
し
合
い
で
、
下
植
田
橋
か
ら

東
橋
ま
で
調
査
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
久
慈
川
の

水
害
対
策
と
し
て
、
大
事
な
住

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
に

は
、
早
め
に
堤
防
を
構
築
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　

久
慈
川
の
接
続
部
分
に
堆

積
土
砂
が
多
く
溜
ま
っ
て
い
る

部
分
が
あ
る
。
河
川
の
東
側
は

終
わ
っ
て
い
る
箇
所
が
多
い

が
、
下
の
方
を
取
ら
な
い
と
意

味
が
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る

が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

久
慈
川
河
川
内
の
土
砂
に
つ

い
て
は
、
県
で
も
予
算
を
取
っ

て
お
り
、
今
後
町
と
協
議
し
な

が
ら
、
９
月
頃
か
ら
除
去
を
し

て
い
く
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

患
者
は
矢
祭
町
で
は
ま
だ
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、
感
染
者
が

出
た
場
合
に
本
人
、
家
族
、
近

隣
住
民
、
職
場
の
方
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
た
ら
よ
い
の
か

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

感
染
者
本
人
は
、
指
定
医
療

機
関
へ
の
入
院
、
ホ
テ
ル
や
宿

泊
施
設
等
、
ま
た
は
自
宅
療
養

に
な
り
、
適
切
な
医
療
を
受
け

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
家
族

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
等

の
判
断
を
保
健
所
に
仰
ぎ
対
応

し
て
い
た
だ
く
。
地
域
に
つ
い

て
は
、
も
う
一
度
新
し
い
生
活

様
式
の
定
着
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
、
町
民
の
方
に
周
知
し
て
い

く
。
職
場
の
場
合
は
保
健
所
の

指
示
に
従
い
感
染
防
止
の
対
策

を
取
る
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず

れ
の
場
合
も
保
健
所
の
指
示
に

従
っ
て
進
め
る
と
い
う
現
状
に

な
っ
て
い
る
。

　
　

例
え
ば
、
今
こ
の
場
で
家

族
の
感
染
の
連
絡
が
入
っ
た
場

合
に
、
私
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
良
い
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

家
族
の
誰
か
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
他
の
家
族
の
方
も
自
宅
に

待
機
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
関
係

で
、
町
で
感
染
者
が
出
た
場

合
、
ど
こ
の
誰
な
の
か
す
ぐ
に

わ
か
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る

が
、
情
報
公
開
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

本
町
で
感
染
者
が
出
た
場
合

は
、
ま
ず
町
民
福
祉
課
に
連
絡

が
入
り
、
３
時
間
後
く
ら
い
に

県
で
発
表
と
な
る
。
そ
の
際
に

本
人
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
矢

祭
町
と
い
う
表
現
は
使
わ
ず
、

何
々
保
健
所
管
内
と
い
う
報
道

が
さ
れ
る
の
が
前
提
で
あ
る
。

患
者
等
の
個
人
に
関
わ
る
情
報

に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
観
点
か
ら
、
個
人
の
特

定
は
で
き
な
い
よ
う
に
な
る
。

　
　

情
報
を
公
開
し
な
く
と

も
、
実
際
に
は
個
人
が
特
定
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

予
測
さ
れ
る
が
、
感
染
者
本
人

及
び
家
族
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
行
う
の
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け

個
人
の
特
定
が
さ
れ
な
い
形
で

情
報
管
理
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、特
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、

関
係
者
に
対
し
て
差
別
的
な
こ

と
を
行
わ
な
い
よ
う
に
広
報
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
春
の
行
事
等
が
中
止

に
な
っ
て
い
る
。そ
の
中
に
は
、

小
中
学
校
も
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
行
事
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今

後
代
替
え
で
き
る
も
の
は
あ
る

の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

学
校
等
行
事
の
計
画
を
含
む

運
営
に
つ
い
て
は
、
学
校
長
等

の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の

で
、
考
え
を
確
認
し
な
が
ら
調

整
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

予
定
し
て
い
た
行
事
は
で
き
る

だ
け
代
替
開
催
を
含
め
た
形
で

実
行
し
て
い
け
る
よ
う
な
方
向

で
、
調
整
し
て
い
く
よ
う
働
き

か
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
　

教
育
長

　

心
に
残
る
大
会
に
代
わ
る
行

事
と
し
て
、
管
内
校
長
会
で
も

部
活
動
の
対
外
試
合
を
行
わ
せ

た
い
と
い
う
方
向
も
示
さ
れ

た
。
小
学
校
で
は
延
期
さ
れ
た

諸
行
事
に
つ
き
、
所
期
の
目
的

に
沿
っ
た
内
容
を
と
い
う
こ
と

で
進
め
て
お
り
、
中
学
校
で
も

部
活
動
の
引
退
式
等
の
計
画
も

あ
る
よ
う
で
、
修
学
旅
行
は
九

州
方
面
に
と
い
う
こ
と
で
、
教

育
的
に
寄
り
添
っ
た
配
慮
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
授
業
時

間
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
年

間
の
授
業
時
間
は
ク
リ
ア
で
き

る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

す
で
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
て
お
り
、
調
整
し
た
上
で
年

間
の
授
業
時
間
の
確
保
は
可
能

だ
ろ
う
と
確
認
を
取
っ
て
い
る
。

　
　

先
日
、
中
学
校
の
下
校
時

に
見
送
り
の
先
生
は
マ
ス
ク
を

着
け
て
い
た
が
、
生
徒
達
は
誰

も
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
な
か
っ

た
。マ
ス
ク
が
足
り
な
い
の
か
、

着
け
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
指

導
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

具
体
的
に
中
学
校
で
ど
の
よ

う
な
指
導
が
あ
っ
た
の
か
は
、

承
知
を
し
て
い
な
い
が
、
マ
ス

ク
着
用
に
つ
い
て
は
室
内
で
は

で
き
る
だ
け
す
る
よ
う
に
と
い

う
こ
と
だ
が
、
熱
中
症
等
の
対

策
で
、
屋
外
で
十
分
に
距
離
が

取
れ
る
場
合
や
体
育
な
ど
激
し

い
運
動
を
す
る
場
合
に
は
、
マ

ス
ク
の
着
用
を
し
な
く
て
も
よ

い
と
い
う
指
針
も
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
基
づ
き
対
策
す
る

よ
う
、
小
中
学
校
に
は
指
導
を

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
強
化

を
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
東
白

川
地
方
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

５
月
21
日
に
町
村
会
の
臨
時

会
が
あ
り
、
前
向
き
に
東
白
川

郡
に
発
熱
外
来
を
設
置
し
よ
う

と
い
う
考
え
で
進
め
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
６
月
２
日

の
定
例
会
で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
検

査
が
で
き
な
い
な
ら
、
発
熱
外

来
を
設
け
な
く
て
も
、
今
の
体

制
で
十
分
と
い
う
話
も
出
た
。

つ
ま
り
、
塙
厚
生
病
院
で
も
発

熱
相
談
室
が
充
実
し
て
い
る
の

で
、
も
う
少
し
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
今
度
の
７
月
２

日
に
は
結
論
的
な
も
の
は
出
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

行
政
の
中
で
発
熱
外
来
の

設
置
の
動
き
を
作
っ
て
ほ
し

い
。
議
長
会
も
含
め
て
そ
う
い

う
動
き
が
全
体
と
し
て
で
き
れ

ば
い
い
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

　
　

町
長

　

発
熱
外
来
の
目
的
と
い
う
の

は
院
内
感
染
と
医
療
崩
壊
を
防

ぐ
と
い
う
こ
と
で
、
小
さ
い
町

村
の
医
師
会
と
な
る
と
、
現
実

的
に
対
応
で
き
な
い
も
の
も
あ

る
と
感
じ
る
が
、
県
の
唾
液
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
本
格
的
に
な
れ

ば
、
塙
厚
生
病
院
辺
り
を
中
心

と
し
た
動
き
で
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
う
。

問答

大森泰幸議員

健
康
福
祉
・
一
般･

防

災
行
政

藤井隆治議員

防
災･

健
康
福
祉･

教
育

行
政

質
問　

水
害
対
策
に
つ
い
て

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て

問問答

問

答

答

問

答

問

答

答

問答答 問

答

答

問答

問

問

答 問

答答

問

問答

問

答

問

質
問　

学
校
行
事
に
つ
い
て

答質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
支
援
策
に
つ
い
て

問

質
問　

企
業
誘
致
に
つ
い
て

質
問　

子
育
て
支
援
と
教
育
の

充
実
に
つ
い
て
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町
の
定
期
健
診
の
検
査
会

場
を
今
回
は
１
か
所
の
み
、
６

日
間
で
行
う
理
由
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

な
ぜ
１
か
所
に
し
た
か
と
い

う
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
熱
中
症
の
危
険
も
回
避
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

を
考
慮
す
る
と
、
各
地
区
の
集

会
所
で
は
実
施
が
難
し
い
と
い

う
判
断
を
し
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
か
所
で
行
う
こ
と
で
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

決
ま
っ
た
こ
と
は
こ
れ
か

ら
町
民
に
広
報
す
る
予
定
な
の

か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

そ
の
方
向
で
進
ん
で
お
り
、

町
民
の
方
に
は
案
内
等
を
出
し

て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

町
民
の
た
め
に
は
慎
重
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
他
の
市
町
村

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

他
町
村
の
情
報
は
確
認
し
て

い
な
い
。

　
　

他
町
村
よ
り
も
日
数
が
少

な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
し
て
、

検
査
会
場
が
１
か
所
と
い
う
こ

と
も
、
ま
だ
町
民
は
わ
か
ら
な

い
で
、
定
期
健
診
の
通
知
が
来

た
だ
け
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ

れ
が
良
い
の
か
ど
う
か
見
解
を

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

４
月
か
ら
６
月
に
か
け
県
内

の
市
町
村
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
た
め
に
で
き
な
か
っ

た
所
が
あ
り
、
後
半
の
日
程
に

回
っ
た
の
で
、
今
回
矢
祭
町
は

６
日
間
に
な
っ
た
。
な
ぜ
１
か

所
か
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
よ
う
な

対
策
を
取
る
た
め
で
あ
る
。
３

密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
日
時
・

受
付
時
間
を
指
定
し
、
来
場
者

の
人
数
制
限
を
行
っ
た
上
で
待

機
場
所
を
数
か
所
設
け
て
行
い

た
い
と
考
え
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
か
所
に
し
て
い
る
。
地

区
の
集
会
所
で
は
そ
の
よ
う
な

場
所
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
熱

中
症
を
回
避
す
る
と
い
う
目

的
で
人
数
制
限
を
し
た
上
で
、

ク
ー
ラ
ー
の
付
い
て
い
る
部
屋

で
対
応
し
た
い
と
考
え
進
め
て

い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題

で
、
町
は
町
民
を
大
事
に
考
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
る

説
明
は
非
常
に
難
し
い
。
納
得

で
き
な
い
と
い
う
人
は
か
な
り

い
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　

町
長

　

政
治
は
町
民
の
た
め
と
い
う

の
が
原
則
な
の
で
、
し
っ
か
り

対
策
を
し
た
い
と
思
う
。

　
　

検
診
会
場
の
変
更
は
強
引

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
予
定
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
回
の
検
診
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
対
策
の
た
め
、
こ
の

よ
う
な
変
更
で
進
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

国
か
ら
の
交
付
金
の
み
で

行
う
町
独
自
の
事
業
は
あ
る
の

か
。

　
　

事
業
課
長

　

経
営
持
続
化
支
援
金
に
つ
い

て
は
、
町
費
扱
い
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
臨
時
補
正
等

の
交
付
金
が
あ
る
か
と
思
う

が
、
交
付
金
に
も
限
り
が
あ
る

の
で
、
一
部
町
の
財
調
の
取
り

崩
し
や
一
般
財
源
を
活
用
し

て
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
う
。

　
　

前
回
の
臨
時
議
会
で
１
億

５
千
万
円
を
投
入
し
た
も
の
の
、

今
回
の
補
正
予
算
で
は
１
億
円

が
財
調
に
戻
さ
れ
て
い
る
関
係

を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

今
回
の
財
源
は
、
国
か
ら
の

臨
時
交
付
金
や
災
害
復
旧
等
に

伴
う
令
和
元
年
度
分
の
補
助
金

等
が
入
っ
て
き
て
い
る
。
歳
入

が
多
く
な
っ
た
分
を
財
政
調
整

基
金
に
１
億
円
戻
す
と
い
う
こ

と
は
、
財
政
調
整
基
金
の
制
度

上
正
し
い
対
応
で
あ
る
。
今
後

も
コ
ロ
ナ
関
連
の
対
策
等
に
関

わ
る
財
源
が
必
要
に
な
れ
ば
、

基
金
を
取
り
崩
し
、
歳
出
予
算

の
財
源
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

税
の
減
免
措
置
に
つ
い
て
、

商
工
会
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た

が
、町
で
の
検
討
は
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

健
康
、
介
護
保
険
税
は
減
免

を
行
っ
て
お
り
、
地
方
税
も
猶

予
し
て
い
る
。
町
県
民
税
、
法

人
町
民
税
の
均
等
割
は
全
て
の

個
人
、
法
人
を
対
象
と
し
て
課

税
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
減

免
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

元
年
度
の
最
終
の
補
正
予

算
で
、
災
害
復
旧
事
業
の
補
助

金
が
入
っ
た
が
、
今
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

令
和
元
年
度
分
の
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
費
と
し
て

１
億
３
，
６
７
４
万
８
，
０
０

０
円
、
こ
ち
ら
は
議
案
書
の
補

正
予
算
に
も
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
元
年
度
分
と
し
て
２
年
度

に
入
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

学
校
給
食
の
無
料
化
や
高

校
生
へ
の
支
援
を
町
と
し
て
検

討
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

子
ど
も
の
教
育
に
対
す
る
保

護
者
の
適
度
な
負
担
が
必
要
で

あ
ろ
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
一

部
は
保
護
者
に
も
負
担
し
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
で
、
余
剰
財

源
が
な
い
か
ら
と
か
、
余
剰
財

源
が
出
た
か
ら
検
討
す
る
と
い

う
趣
旨
の
問
題
と
は
捉
え
て
い

な
い
。

　
　

町
民
懇
談
会
の
未
実
施
区

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題

が
あ
る
が
、
い
つ
頃
か
ら
実
施

予
定
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

各
集
会
所
で
コ
ロ
ナ
対
策
を

図
っ
て
、
７
月
の
末
ぐ
ら
い
か

ら
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

地
域
懇
談
会
で
要
望
の
あ
っ

た
事
業
を
町
内
業
者
に
依
頼
す

る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

要
望
の
多
か
っ
た
河
川
の
土

砂
撤
去
に
つ
い
て
は
、
元
年
度

事
業
で
田
川
の
２
か
所
に
お
い

て
実
施
し
、
今
年
度
も
優
先
順

位
を
付
け
な
が
ら
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。
ま
た
、
事
業
課

答 問で
発
注
す
る
公
共
事
業
は
、
町

内
業
者
を
指
名
し
て
い
る
の

で
、
経
済
支
援
は
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　

台
風
被
害
で
、
家
屋
で
は

な
い
と
こ
ろ
が
被
害
に
遭
っ
た

と
き
に
、
対
応
で
き
る
よ
う
リ

フ
ォ
ー
ム
制
度
を
拡
大
す
る
考

え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

個
人
住
宅
改
良
支
援
事
業

は
、
家
屋
に
附
帯
す
る
外
構
施

設
も
補
助
対
象
と
し
て
い
る
の

で
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。

　
　

第
６
次
総
合
計
画
は
進
ん

で
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

町
民
の
声
を
反
映
し
な
が

ら
、
町
づ
く
り
を
す
る
の
が
基

本
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
観
光
事

業
等
含
め
て
駅
前
の
開
発
と
防

災
計
画
も
入
る
の
で
、
総
合
的

に
含
め
て
今
後
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

今
、
外
か
ら
の
応
援
部
隊

と
い
う
こ
と
で
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
等
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
町
民
が

町
づ
く
り
の
中
心
に
な
る
よ
う

な
行
政
の
方
向
性
が
必
要
で
は

な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

含
め
た
第
６
次
総
合
計
画
を
立

て
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
防
止

し
な
が
ら
経
済
効
果
の
発
展
と

い
う
の
は
、
非
常
に
難
し
い
こ

と
に
な
っ
て
く
る
が
、
経
済
の

停
滞
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
と

思
う
。
外
部
か
ら
の
人
的
な
交

流
、
経
済
の
交
流
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　

３
月
に
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
か
ら
、
森
林
関
係
の
総
合

的
な
分
担
と
し
て
、
ユ
ー
パ
ル

と
ス
イ
ン
ピ
ア
が
ボ
イ
ラ
ー
を

使
え
る
も
の
に
で
き
た
ら
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
案
が

あ
っ
た
。
町
に
は
ど
れ
く
ら
い

情
報
が
入
っ
て
、
今
後
ど
う
し

よ
う
と
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

昨
年
、
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
調
査
報
告
書
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
化

石
燃
料
か
ら
地
域
に
お
け
る
森

林
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
、
持
続
的
に
活
用
で
き
る
地

域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

は
、
今
後
必
要
な
施
策
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
。

　
　

ユ
ー
パ
ル
と
ス
イ
ン
ピ
ア

で
実
施
す
る
場
合
に
、
施
設
を

造
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

今
回
の
森
林
資
源
を
活
用
し

た
燃
料
は
、
両
方
の
設
備
を
使

用
し
、
片
方
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

と
な
る
よ
う
な
形
で
置
い
て
お

く
こ
と
が
い
い
の
か
な
と
考
え

て
い
る
。
改
め
て
木
質
燃
料
の

施
設
を
造
り
配
管
を
設
置
し

て
、
並
行
し
て
使
っ
て
い
く
よ

う
な
形
で
で
き
る
と
考
え
る
。

　
　

教
育
課
長

　

現
在
ス
イ
ン
ピ
ア
で
工
事
を

行
っ
て
い
る
の
は
、
経
年
劣
化

に
伴
う
総
合
的
な
破
損
部
分
の

修
繕
で
、
今
回
の
木
質
燃
料
を

使
い
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す

る
の
と
は
全
く
別
と
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
木
質
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
、
現
実
味
が
あ
る
段
階
で

は
な
い
。

　
　

学
校
教
育
へ
の
行
政
支
援

と
い
う
こ
と
で
細
か
く
出
さ
れ

て
い
る
が
、
今
ま
で
子
ど
も
た

ち
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
、
率

直
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策
と
し
て
、
卒
業
や
入
学
式

で
来
賓
、
保
護
者
の
出
席
を
制

限
し
た
り
、
学
校
行
事
の
中
止

や
延
期
を
し
て
き
た
。
教
育
委

員
会
は
学
校
と
一
体
と
な
り
、

交
代
勤
務
や
家
庭
と
の
連
絡
に

動
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
夏
季

休
業
日
を
８
月
１
日
と
し
て
、

失
わ
れ
た
学
び
の
時
間
を
取
り

戻
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
長

期
休
業
中
か
ら
学
ん
だ
家
庭
学

習
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
の
対
応
に
つ

い
て
、
保
護
者
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

他
の
地
域
と
比
べ
て
夏
休

み
の
授
業
日
が
少
な
い
よ
う
だ

が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で

子
ど
も
に
負
担
を
か
け
な
い
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

７
月
い
っ
ぱ
い
授
業
日
と
す
る

こ
と
や
、
可
能
な
と
き
に
は
６
限

に
す
る
と
か
、
休
み
中
に
登
校

日
を
設
け
た
等
々
で
カ
バ
ー
で

き
た
こ
と
に
よ
り
、
他
と
比
べ
て

比
較
的
短
く
済
ん
だ
と
考
え
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
大
切
な
学

び
を
提
供
す
る
た
め
、
学
校
長

等
と
も
連
絡
を
取
り
合
い
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
が

ベ
ス
ト
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

高
地
原
橋
復
旧
関
連
事
業

は
、
県
と
の
協
定
も
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
完
成
ま
で
の
総
事
業

費
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

本
年
度
は
、
負
担
金
が

１
億
７
，
０
０
０
万
円
強
の
協

定
を
結
ん
で
い
る
。
昨
年
度
は

２
回
変
更
協
定
し
て
お
り
、
３

年
度
は
ま
だ
未
確
定
だ
が
、
工

事
に
つ
い
て
は
３
年
度
末
ま
で

に
完
成
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で

進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

田
川
の
橋
の
下
の
土
砂

は
、
取
れ
な
か
っ
た
の
か
、
置

い
て
お
い
て
流
れ
る
の
を
待
っ

た
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長　

　

大
型
バ
ッ
ク
ホ
ー
の
バ
ケ
ッ

ト
が
橋
の
下
ま
で
届
か
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
や
む
な
く
あ
の

状
態
の
ま
ま
元
年
度
の
事
業
と

し
て
は
終
了
し
た
。

　
　

台
風
19
号
の
川
の
氾
濫
に

よ
り
、
物
置
が
水
没
し
た
方
に

見
舞
金
等
の
支
給
を
検
討
で
き

な
い
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

台
風
19
号
に
よ
り
、
住
宅
が

被
災
し
た
住
民
に
は
、
被
災
者

生
活
再
建
支
援
金
、
矢
祭
町
被

災
者
生
活
支
援
特
別
給
付
金
、

福
島
県
義
援
金
等
の
制
度
を

使
っ
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
住
宅

以
外
の
倉
庫
等
は
対
象
に
な
ら
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な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
制
度
以
外

の
見
舞
金
等
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

林
業
再
生
の
こ
と
で
い
ろ

い
ろ
出
て
き
て
い
る
が
、
追
分

や
奥
地
で
木
の
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
が
、
伐
採
し
た
後

の
処
理
を
町
の
計
画
の
中
に
入

れ
て
は
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

民
有
林
等
を
伐
採
す
る
際
に

は
、
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林

届
出
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
民
有
林
を
皆
伐
し

た
場
合
に
は
、
計
画
に
基
づ
い

て
所
有
者
に
管
理
を
お
願
い
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
有
林
に

つ
い
て
は
、
間
伐
の
場
合
は
植

林
せ
ず
、
皆
伐
し
た
場
合
に
は

杉
や
檜
の
植
林
を
行
う
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
　

対
象
地
域
の
選
定
基
準
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

森
林
の
空
間
線
量
率
が
０
・

１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
h

を
上
回
る
小
班
を
含
む
林
班
の

森
林
が
優
先
さ
れ
て
き
た
。
さ

ら
に
、
林
道
網
が
整
備
さ
れ
て

い
る
地
区
で
、
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
森
林
を
選
定
し
て
先
行

し
て
行
っ
て
き
た
。

　
　

説
明
会
の
開
催
や
取
り
ま

と
め
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ

れ
て
き
た
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
森
林

で
、
同
意
取
得
が
容
易
で
あ
る

共
有
林
に
つ
い
て
選
定
を
し
て

き
た
。
説
明
会
は
森
林
整
備
計

画
を
立
て
、
そ
の
後
に
地
権
者

に
対
し
て
行
っ
て
い
る
。

　
　

今
年
度
は
内
川
・
茗
荷
地

区
を
行
っ
て
い
る
が
、
公
益
性

を
持
っ
て
い
る
事
業
な
の
で
、

山
の
所
有
者
を
集
め
て
説
明
会

を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課

　

町
で
実
施
個
所
を
選
定
し
た

上
で
、
地
権
者
に
対
し
て
説
明

を
行
っ
た
。

　
　

説
明
会
を
行
わ
ず
、
町
が

特
定
の
人
の
山
を
決
め
て
、
承

諾
を
得
て
や
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
人
だ
け
の
利
益

に
繋
が
ら
な
い
か
。

　
　

事
業
課
長

　

町
と
し
て
は
放
射
線
量
の
低

減
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
の

で
、
個
人
の
利
益
の
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と

思
う
。

　
　

選
定
す
る
際
に
、
公
共
性

を
持
っ
た
説
明
会
を
や
り
な
さ

い
と
国
は
進
め
方
を
表
し
て
い

る
が
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

こ
れ
ま
で
第
１
期
の
５
年
間

は
、
モ
デ
ル
的
な
地
域
を
選
定

し
て
行
っ
て
き
た
。
復
興
創
生

期
間
が
今
年
度
で
終
わ
る
が
、

次
年
度
以
降
は
２
期
目
に
向
け

て
予
算
取
り
が
さ
れ
る
方
向
だ

と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
モ
デ
ル

事
業
で
や
っ
て
き
た
成
果
を
評

価
し
な
が
ら
、
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　

今
回
の
山
は
特
定
の
人
の

所
有
す
る
山
だ
け
が
入
っ
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
る
が
、
そ
の

方
の
利
益
に
か
な
う
よ
う
な
こ

と
で
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

放
射
線
量
低
減
の
た
め
に

は
、
ま
と
ま
っ
た
森
林
面
積
が

必
要
で
、
同
意
が
得
ら
れ
た
方

の
山
を
行
っ
た
と
い
う
認
識
で

い
る
。

　
　

ま
ち
の
駅
の
維
持
費
は
年

間
い
く
ら
か
け
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

買
い
物
支
援
事
業
担
当
が

１
名
、
維
持
管
理
と
し
て
約

３
０
０
万
円
程
度
だ
っ
た
か
と

思
う
。

　
　

こ
の
金
額
を
か
け
て
維
持

を
す
る
目
的
と
そ
の
事
業
結
果

の
検
証
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

事
業
課
長

　

買
い
物
支
援
事
業
の
他
に
、

休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
、
地
域

情
報
案
内
等
の
事
務
、
ま
ち
・

ひ
と
・
み
ら
い
づ
く
り
協
議
会

事
務
局
の
機
能
も
担
っ
て
い
る
。

　
　

今
ま
で
町
は
、
企
業
誘
致

や
全
国
か
ら
寄
付
を
募
っ
て
、

汗
水
垂
ら
し
て
留
保
金
を
貯
め

て
き
た
が
、
最
近
い
ろ
い
ろ
な

予
算
の
使
い
方
が
乱
暴
に
な
っ

て
き
た
と
い
う
感
覚
を
受
け
て

い
る
。
ま
ち
の
駅
の
問
題
は
そ

ろ
そ
ろ
性
根
を
据
え
て
、
継
続

す
る
か
し
な
い
か
検
討
す
べ
き

時
期
と
考
え
る
。
本
来
町
が
す

べ
き
こ
と
は
、
町
の
財
力
が
続

く
よ
う
に
、
町
民
の
生
活
が
困

窮
し
な
い
よ
う
に
、
苦
し
さ
さ

え
も
共
に
噛
み
締
め
な
が
ら

や
っ
て
い
く
理
解
を
得
る
努
力

も
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

継
続
す
る
か
し
な
い
か
と
い

う
こ
と
は
議
会
の
場
で
論
議
す

る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
と
、
民
間
だ
と
赤
字
に
な
る

よ
う
な
こ
と
も
、
行
政
は
あ
く

ま
で
も
町
民
目
線
で
行
っ
て
い

か
な
い
と
、
町
の
発
展
も
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

１
日
１
件
に
満
た
な
い
事

業
を
改
善
す
る
た
め
に
、
こ
の

利
用
件
数
に
留
ま
っ
て
い
る
理

由
と
今
年
度
事
業
を
取
り
組
む

に
あ
た
っ
て
の
改
善
点
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

登
録
者
数
、
利
用
件
数
を
今

後
３
年
間
で
倍
増
し
な
が
ら
、

カ
タ
ロ
グ
販
売
、
新
た
な
６
次

産
業
化
商
品
、
ま
ち
の
駅
で
し

か
買
え
な
い
商
品
等
を
開
発

し
、
つ
い
で
に
日
用
品
も
買
っ

て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
形
で

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
う
。
ま
た
、
各
集
落
の
方

に
御
用
聞
き
を
お
願
い
し
て
、

高
齢
者
や
買
い
物
弱
者
と
言
わ

れ
る
方
の
御
用
を
聞
い
て
配
達

す
る
形
、
さ
ら
に
、
配
達
つ
い

で
に
農
協
等
に
野
菜
を
出
荷
す

る
よ
う
な
、
双
方
向
の
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　
　

台
風
19
号
の
復
旧
作
業

で
、
江
戸
塚
河
川
敷
に
積
み
上

げ
た
土
砂
の
経
過
に
つ
い
て
説

明
願
う
。

　
　

事
業
課
長

　

現
場
内
の
田
を
工
事
期
間
中

に
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
し
て
使

用
し
、
そ
の
後
地
域
外
に
搬
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
度
々
久
慈
川
の
氾
濫
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
地
権
者
の
強

い
要
望
を
受
け
、
請
負
業
者
が

河
川
内
に
置
い
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
に
よ
り
経
済
的
に

相
当
な
打
撃
を
受
け
て
お
り
、

個
人
・
法
人
の
事
業
者
、
こ
の

方
達
が
経
営
を
持
続
で
き
ず
倒

産
し
て
し
ま
う
危
機
に
も
な
り

か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
も
想
定

で
き
る
。
今
回
、
町
か
ら
様
々

な
事
業
を
振
り
出
し
て
い
た
だ

い
た
が
、
事
業
規
模
が
小
さ
い

と
感
じ
る
。
今
回
を
第
１
次
と

す
れ
ば
そ
の
事
業
費
で
よ
い
が

第
２
波
、
第
３
波
に
備
え
て
柔

軟
に
町
の
産
業
を
消
さ
な
い
よ

う
な
事
業
を
振
り
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
考
え
を

伺
う
。

　
　

町
長

　

経
済
を
停
滞
さ
せ
て
は
い
け

な
い
と
思
う
の
で
、
町
単
独
で

で
き
る
こ
と
は
僅
か
で
は
あ
る

が
、
町
民
が
納
得
す
る
よ
う
な

施
策
を
立
て
て
い
く
の
が
行
政

の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で

学
校
教
育
が
か
な
り
遅
れ
て
い

る
と
思
う
。
遅
れ
を
取
り
返
す

の
に
今
後
時
間
延
長
や
土
曜
日

の
授
業
が
必
要
と
思
う
が
、
そ

の
辺
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

矢
祭
の
場
合
は
、
４
月
中
旬

ま
で
授
業
が
で
き
た
こ
と
、
臨

時
休
業
の
間
に
も
積
極
的
に
登

校
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

都
市
部
の
状
況
に
比
べ
る
と
、

授
業
数
の
削
減
が
少
な
く
済
ん

で
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
土
曜
授

業
、
冬
休
み
の
授
業
も
考
え
て

い
な
い
。
た
だ
、
新
１
年
生
は

４
月
に
登
校
で
き
な
か
っ
た
面

で
、
目
に
見
え
な
い
影
響
も
出

て
い
る
と
思
う
の
で
、
小
中
学

校
長
等
と
話
を
し
な
が
ら
、
影

響
が
最
小
に
な
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

　
　

秋
口
、
冬
場
に
ま
た
盛
り

返
す
だ
ろ
う
と
予
想
も
さ
れ
て

い
る
。
高
校
受
験
、
卒
業
、
入

学
の
時
期
に
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
は
困
る
の
で
、
し
わ
寄

せ
は
早
い
う
ち
に
消
し
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
は
極
力

影
響
の
少
な
い
対
策
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

教
育
長

学
校
と
教
育
委
員
会
で
連
絡
を

密
に
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
時
間
を
確
保
し
、
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

町
で
購
入
し
た
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
は
地
元
業
者
で
は
な

く
、
な
ぜ
他
町
の
バ
ス
会
社
に

委
託
し
た
の
か
、
経
緯
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

令
和
元
年
度
の
監
査
の
際
に

口
頭
注
意
で
適
正
単
価
の
担
保

と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
近
隣
事
業
者
へ
の
相
見
積

り
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
比

較
し
た
結
果
、
単
価
の
安
か
っ

た
業
者
と
契
約
を
締
結
し
た
。

次
年
度
以
降
の
契
約
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
今
般
の
契
約
内

容
の
評
価
を
し
た
上
で
決
定
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
引
き

続
き
数
社
に
よ
る
見
積
り
合
わ

せ
を
実
施
す
る
な
ど
、
健
全
な

運
用
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
き
た
い
。

　
　

監
査
の
指
摘
で
な
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
い
つ
頃
発
注

し
た
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

３
月
だ
っ
た
と
確
認
し
て
い

る
。

　
　

３
月
に
見
積
り
を
行
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
何
社
だ
っ

た
の
か
。

　
　

教
育
課
長

　

随
意
契
約
の
中
で
見
積
り
を

２
社
か
ら
徴
し
た
と
理
解
し
て

い
る
。

　
　

随
意
契
約
で
あ
れ
ば
そ
の

ま
ま
地
元
の
業
者
が
受
け
て
当

た
り
前
だ
と
思
う
が
、
差
額
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

詳
細
は
公
表
の
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
の
で
控
え
る
が
、
差

は
そ
れ
程
大
き
く
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
賃
が

ど
う
よ
り
も
、
町
の
業
者
は
育

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
町
か
ら
タ
ク
シ
ー
会
社
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う

す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
ま
で

考
え
て
行
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

地
域
の
担
い
手
確
保
に
公
益

性
が
あ
る
と
の
指
摘
に
つ
い
て

は
、
十
分
に
承
知
し
た
上
だ
と

思
う
。
今
回
の
場
合
は
、
契
約

に
お
け
る
適
正
単
価
の
担
保
と

い
う
行
政
的
な
需
要
に
対
す
る

監
査
委
員
か
ら
の
指
摘
を
考
慮

し
な
が
ら
の
結
果
で
あ
る
と
受

け
止
め
て
い
る
。
今
後
の
契
約

内
容
の
評
価
と
い
う
面
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
担
い
手
の
育
成

や
契
約
単
価
の
適
正
さ
の
担
保

を
両
立
す
る
た
め
に
は
、
ど
う

い
っ
た
契
約
の
在
り
方
が
適
当

か
を
行
っ
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

見
積
も
り
依
頼
を
な
ぜ
２

社
に
選
定
し
た
の
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

子
ど
も
達
を
安
全
に
決
ま
っ

た
時
間
帯
に
送
り
届
け
て
い
た

問

問

答

答質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て

質
問　

ま
ち
の
駅
事
業
の
実

施
内
容
に
つ
い
て

問

答

答 問

答

答

問

問

質
問　

台
風
19
号
の
復
旧
作
業

と
今
後
に
つ
い
て

産
業
・
一
般
行
政

鈴木正美議員

質
問　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事

業
の
実
施
内
容
に
つ
い
て

問

答 問

答答

答

答

答

答答

答答

問

問

問

問

問

問問

問問

答教
育
・
環
境
・
土
木
・

一
般
行
政

鈴木敏男議員

質
問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

答問答

問 答 問 答 問
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だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
万
が

一
事
故
等
や
運
転
手
に
不
具
合

が
生
じ
た
場
合
に
緊
急
の
対
応

が
で
き
る
業
者
と
い
う
こ
と

で
、
矢
祭
町
の
業
者
と
塙
町
の

業
者
２
社
を
選
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

入
札
す
る
際
に
は
最
低
何

社
が
必
要
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

概
ね
５
社
を
基
本
と
し
て
い

る
が
、
そ
れ
よ
り
少
な
い
と
成

立
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。

　
　

タ
ク
シ
ー
会
社
の
経
営
も

あ
ま
り
芳
し
く
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
タ
ク
シ
ー
会
社
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
の
よ

う
な
対
処
を
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

　
　

町
長

　

高
額
な
も
の
は
随
意
契
約
と

い
う
の
も
適
当
で
は
な
い
と
感

じ
、
見
積
り
入
札
と
い
う
形
を

取
っ
た
。
公
共
交
通
と
い
う
の

は
、
町
の
大
事
な
交
通
手
段
な

の
で
、
し
っ
か
り
考
え
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
　

タ
ク
シ
ー
会
社
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
タ
ク

シ
ー
利
用
券
等
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
ま
で
考
え
て
執
行
し
た

の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

入
札
等
を
地
元
業
者
が
受
け

や
す
い
方
法
を
取
り
、
地
域
交

通
の
担
い
手
を
育
成
す
る
と
い

う
、
公
益
性
を
担
保
し
て
い
く

こ
と
は
考
え
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　

猪
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
多
発
し
て
い
る
が
、猟
友
会
・

駆
除
隊
の
高
齢
化
に
伴
い
捕
獲

し
た
猪
の
処
理
に
苦
慮
し
て
い

る
。
処
理
施
設
に
つ
い
て
考
え

を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

捕
獲
し
た
猪
は
、
焼
却
や
埋

却
に
よ
り
処
分
し
て
い
る
。
猪

の
処
分
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら

相
談
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
町

と
し
て
も
広
域
協
議
会
や
町
村

会
に
お
い
て
話
題
に
し
て
い

る
。
粉
砕
施
設
等
を
町
単
独
で

設
置
す
る
と
な
る
と
、
費
用
的

に
も
管
理
の
面
で
も
問
題
が
あ

る
た
め
、
郡
内
共
同
で
設
置
す

る
形
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

実
現
に
向
け
て
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
が
い
か
が

か
。

　
　

町
長

　

猪
も
年
々
増
え
て
い
る
状
況

に
あ
る
の
で
、
４
町
村
で
し
っ

か
り
考
え
て
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

下
関
工
区
は
ど
の
辺
ま
で

改
良
工
事
を
行
う
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

県
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
今
年
度
は
昨
年
以
上
に
全

面
的
な
改
良
工
事
を
行
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
　

少
子
高
齢
化
で
町
の
人
口

も
年
々
減
っ
て
き
て
い
る
。
町

で
は
交
流
人
口
を
増
や
す
と

言
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

町
長

　

コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
と
い
う
こ

と
で
、
分
散
型
の
社
会
づ
く
り

を
考
え
て
い
る
。
城
南
信
用
金

庫
の
ひ
と
・
も
の
・
仕
事
お
こ

し
で
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
大
学
や
中
小
企
業
と
の

交
流
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
矢

祭
と
の
仕
事
お
こ
し
と
し
て

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
い
と
い
う

理
事
長
の
思
い
も
あ
る
の
で
、

し
っ
か
り
捉
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
首
都
圏
の
方
々
の
情
報

を
取
り
入
れ
な
が
ら
防
災
協
定

を
進
め
た
い
。
ま
た
、
国
内
の

２
か
所
く
ら
い
と
姉
妹
都
市
を

結
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

私
は
以
前
か
ら
、
Ｓ
Ｍ
Ｃ

南
側
の
町
有
林
を
利
用
し
て
い

か
に
人
を
集
め
る
か
考
え
て
い

る
。
そ
こ
に
近
隣
町
村
か
ら
来

て
、
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
造
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
の

厳
し
い
時
代
を
ど
の
よ
う
に
し

て
行
政
と
共
に
町
民
も
歩
ん
で

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
な

の
で
、
高
齢
化
の
中
の
施
策
と

い
う
も
の
は
大
事
な
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
　

学
校
が
再
開
さ
れ
、
取
り

組
む
べ
き
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
文
科
省
か
ら
通
知
さ
れ
て

い
る
。
感
染
状
況
で
３
レ
ベ
ル

に
分
け
ら
れ
、
本
町
は
レ
ベ
ル

１
か
と
思
う
。
新
し
い
生
活
様

式
で
教
育
活
動
が
始
ま
っ
て
い

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
か
か
ら
な
い
予
防
策
が
大
事

か
と
考
え
て
い
る
が
、
町
の
考

え
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
子

ど
も
た
ち
の
コ
ロ
ナ
感
染
リ
ス

ク
を
低
減
し
つ
つ
、
学
習
機
会

を
で
き
る
限
り
確
保
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に

学
校
等
に
お
け
る
感
染
症
対
策

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

３
密
で
換
気
し
て
い
る
と

思
う
が
、
１
・
２
年
生
の
ク
ラ

ス
は
窓
を
開
け
る
と
虫
が
入
っ

て
き
て
、
刺
さ
れ
る
被
害
が
出

て
い
る
。以
前
に
も
話
し
た
が
、

網
戸
の
設
置
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

換
気
は
３
密
回
避
の
基
本
的

な
行
動
な
の
で
、
意
識
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
理
解
し
て

い
る
が
、
実
際
に
学
校
訪
問
し

た
際
に
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
と
い
う
観
点
で
確
認

し
て
、
学
校
側
と
意
見
交
換
が

答

答

答 答

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

教
室
で
生
徒
が
１
メ
ー
ト

ル
離
れ
て
い
る
か
を
教
育
課
で

は
確
認
で
き
て
い
る
か
。

　
　

教
育
課
長

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
と
１

メ
ー
ト
ル
を
保
つ
具
体
的
な
図

示
が
あ
り
、
こ
れ
に
従
っ
て
配

置
を
す
れ
ば
教
室
の
広
さ
、
生

徒
数
か
ら
し
て
も
対
応
可
能
と

考
え
て
い
る
。
こ
ち
ら
に
つ
い

て
も
学
校
訪
問
時
に
確
認
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

第
６
次
総
合
計
画
の
中
に

東
館
駅
周
辺
整
備
を
盛
り
込
む

こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
こ
れ

ら
の
取
組
み
に
つ
い
て
考
え
を

伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
、
今
年
度
は
繰
越
し
し
た
基

本
計
画
策
定
業
務
を
実
施
し
、

次
年
度
以
降
に
詳
細
な
実
施
計

画
、
実
施
設
計
等
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
東
館

駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
魅
力
あ

る
町
づ
く
り
の
根
幹
と
な
る
事

業
な
の
で
、
第
６
次
総
合
計
画

と
併
せ
て
、
多
く
の
町
民
の
方

の
意
見
を
聞
き
、
安
心
し
て
集

え
る
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
な

事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
　

見
直
し
計
画
の
中
に
、
東

館
駅
東
西
の
連
携
を
強
化
す
る

歩
行
者
連
絡
施
設
等
の
整
備
が

入
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、

西
側
の
用
水
路
の
改
修
計
画
は

あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

整
備
事
業
の
中
に
は
公
園
等

の
計
画
は
あ
る
が
、
詳
細
に
つ

い
て
は
情
報
を
収
集
し
て
検
討

し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　

町
道
桃
木
・
滝
ノ
沢
線
と

町
道
柳
下
線
に
横
断
歩
道
が
設

置
さ
れ
た
が
、
指
示
標
識
が
路

側
帯
に
あ
り
支
障
と
な
っ
て
い

て
、
町
道
桃
木
・
滝
ノ
沢
線
の

方
は
移
設
さ
れ
た
。
こ
ど
も
園

事
務
所
前
の
標
識
も
移
設
を
お

願
い
し
た
い
が
、考
え
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

棚
倉
警
察
署
の
公
安
委
員
会

に
協
議
を
し
、
路
側
帯
に
あ
っ

た
標
識
を
撤
去
し
て
、
道
路
左

側
に
あ
る
街
路
灯
に
標
識
の
み

を
設
置
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
通

学
路
と
し
て
の
利
用
に
も
支
障

が
な
く
な
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

　
　

今
回
の
コ
ロ
ナ
災
害
は
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
か
な
り
の
影
響

を
与
え
て
い
る
。
本
町
で
も
地

域
振
興
、
経
済
活
性
化
を
目
的

に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
を

発
行
し
て
い
る
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

全
世
帯
を
対
象
に
一
律
２
万

円
の
商
品
券
を
配
布
し
、
お
盆

の
間
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
町

内
の
経
済
対
策
と
し
て
活
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

小
、
中
学
校
で
は
教
室
の

３
密
を
防
ぐ
工
夫
と
し
て
、
現

場
の
先
生
方
は
さ
れ
て
い
る
と

思
う
。
３
密
に
な
ら
な
い
休
み

時
間
の
過
ご
し
方
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中

に
休
み
時
間
の
過
ご
し
方
に
つ

い
て
も
記
載
が
あ
り
、
会
話
を

す
る
と
き
は
一
定
程
度
距
離
を

保
つ
こ
と
、
お
互
い
の
体
が
接

触
す
る
よ
う
な
遊
び
は
行
わ
な

い
よ
う
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
実
践
度
合
い
に
つ
い

て
は
、
学
校
訪
問
で
確
認
し
な

が
ら
、
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

部
活
動
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

部
活
動
は
再
開
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
対
外
試
合
も
対
策

を
し
た
上
で
は
可
能
と
な
っ
て

い
る
が
、
中
体
連
等
が
中
止
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
学
校
内
で

の
活
動
も
中
止
に
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
実
態
に
つ
い
て

は
、
学
校
訪
問
で
確
認
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

以
前
に
も
質
問
し
た
が
、

町
営
住
宅
が
か
な
り
老
朽
化
し

て
い
て
、
床
が
歪
ん
で
ボ
ロ
ボ

ロ
の
所
が
あ
る
。
一
度
入
居
す

る
と
改
修
に
も
時
間
が
か
か
る

と
思
う
が
、
維
持
管
理
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

修
繕
箇
所
が
あ
れ
ば
、
そ
の

都
度
要
望
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
で
行
っ
て
い
る
。

　
　

町
長

　

町
営
住
宅
は
５
つ
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
築
40
年
前
後
で
老
朽

化
し
て
い
る
。
町
の
方
で
は
老

朽
化
の
中
で
も
し
っ
か
り
管
理

を
し
て
い
く
方
向
で
い
る
。

　
　

最
近
、
警
察
が
介
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
入
居

者
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
よ

う
に
聞
い
て
い
る
。
役
場
で
あ

る
程
度
、
ど
の
よ
う
な
人
が

入
っ
て
い
る
の
か
把
握
す
る
た

め
に
も
、
現
況
調
査
な
り
調
べ

た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

入
居
届
が
あ
っ
た
際
に
は
、

暴
力
団
関
係
者
か
ど
う
か
を
警

察
署
に
確
認
し
て
い
る
が
、
条

件
が
整
え
ば
入
居
の
許
可
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

町
道
矢
祭
・
下
小
坂
線
は
、

仮
設
の
状
態
に
な
っ
て
お
り
、

久
慈
川
が
渇
水
期
に
な
ら
な
い

と
進
め
ら
れ
な
い
状
態
か
と
思

う
が
、
今
後
の
工
事
予
定
を
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

工
事
は
発
注
し
て
い
る
が
、

質
問　

猪
の
処
理
方
法
に
つ

い
て

質
問　

国
道
３
４
９
号
下
関
工
区
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

答答

答答答

答

問

問

問問

問問

問

問

問 問

質
問　

交
流
人
口
増
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て

教
育
・
一
般
・
土
木
行
政鈴木　一議員

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

質
問　

東
館
駅
周
辺
整
備
構
想

に
つ
い
て

質
問　

道
路
整
備
に
つ
い
て

健
康
福
祉
・
土
木
行
政本多勇也議員

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

質
問　

町
営
住
宅
の
管
理
に
つ

い
て

質
問　

台
風
19
号
の
被
害
復
旧

状
況
に
つ
い
て

答 問答 問

答 問答 問

答 問答 問

答 問答 問

答 問答 問 答
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ご
指
摘
の
と
お
り
渇
水
期
で
の

着
工
と
な
る
の
で
、
９
月
か
10

月
以
降
に
は
現
場
に
入
れ
る
と

思
う
。

　
　

商
工
会
前
の
冠
水
問
題

で
、
土
砂
が
南
沢
奥
と
舘
山
の

方
か
ら
流
入
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
根
本
的
に
水
路

を
固
め
な
い
と
雨
が
降
る
た
び

に
崩
れ
て
し
ま
う
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
も

な
っ
て
い
る
の
で
、
国
土
強
靭

化
計
画
を
策
定
す
る
中
で
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
民
が

安
心
し
て
安
全
に
過
ご
せ
る
た

め
の
施
策
と
い
う
の
は
、
行
政

側
が
時
間
を
か
け
て
で
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

国
土
強
靭
化
計
画
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
国
か
ら
の
支
援

も
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
間

に
計
画
を
立
て
て
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
が
、

対
応
の
明
確
な
時
期
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

町
長

　

明
確
な
数
字
と
い
う
の
は
出

せ
な
い
が
、
ま
ず
は
南
沢
奥
に

ダ
ム
を
設
置
す
る
こ
と
が
、
災

害
を
防
止
す
る
の
に
は
早
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
当
然
、

長
い
時
間
を
か
け
て
も
国
道
側

の
排
水
の
改
修
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。

　
　

発
熱
外
来
は
で
き
な
い
の

で
、
発
熱
相
談
室
と
い
う
形
で

対
応
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

ま
た
、
医
師
会
で
行
っ
て
い
る

平
田
村
も
あ
れ
ば
、
行
政
か
ら

の
要
請
が
あ
れ
ば
何
と
か
で
き

る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
狭

間
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

行
政
で
お
願
い
し
ま
す
と

言
っ
て
も
、
医
師
会
の
協
力
を

得
ら
れ
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と

い
う
も
の
も
あ
る
。
発
熱
外
来

よ
り
も
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
構
築

の
方
が
、
安
心
に
繋
が
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
県

で
も
、
唾
液
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

確
立
し
て
、
１
日
５
６
０
人
く

ら
い
の
体
制
を
作
る
と
い
う
も

の
で
、
や
は
り
こ
の
検
査
方
法

の
体
制
を
我
々
も
取
っ
て
い
く

つ
も
り
で
あ
る
。

　
　

今
ま
で
、
高
齢
者
の
運
動

や
サ
ロ
ン
、
認
知
症
予
防
の
活

動
等
が
あ
っ
た
が
、
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
民
の
健
康
増
進
に
関
す
る

施
策
等
を
実
施
す
る
に
は
、
県

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
や
各
種
感
染
防

止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
感

染
防
止
策
を
徹
底
し
て
、
事
業

ご
と
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
作

成
し
な
が
ら
、
順
次
進
め
て
い

く
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
　

今
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

中
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

施
策
に
よ
っ
て
は
出
来
上

が
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の

で
、
順
次
行
っ
て
い
る
。

　
　

具
体
的
に
、
健
康
教
室
は

始
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

一
部
始
ま
っ
て
い
る
教
室
も

あ
る
。

　
　

脳
ト
レ
教
室
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

脳
ト
レ
を
自
宅
で
も
で
き

る
よ
う
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
貸

出
や
Ｉ
Ｐ
電
話
で
映
像
を
届
け

る
よ
う
な
施
策
も
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
　

コ
ロ
ナ
で
の
自
粛
期
間
中

に
、
脳
ト
レ
教
室
等
の
参
加
者

の
方
で
、
高
齢
者
の
方
の
家
へ

様
子
を
伺
う
と
い
う
よ
う
な
形

は
取
っ
て
い
た
の
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

一
軒
一
軒
回
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
１
人
世
帯
の
方
等
に
関

し
て
は
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
等
を
配
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
際
に
推
進
委
員
が

確
認
を
し
た
。

　
　

今
回
の
補
正
で
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
と
出
て
い
る
が

詳
細
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

災
害
発
生
時
の
避
難
所
に
お

け
る
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、

組
み
立
て
式
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
の

間
仕
切
り
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
、
消
毒
用
の
ア
ル
コ
ー
ル
等

の
購
入
を
考
え
て
お
り
、
有
事

に
備
え
る
と
い
う
こ
と
で
考
え

て
い
る
。

　
　

ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
を

保
管
す
る
場
所
は
ど
こ
に
な
る

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
体
育

館
に
保
管
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

避
難
所
の
設
置
に
当
た
っ

て
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
の
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

３
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に

ベ
ッ
ド
な
り
間
仕
切
り
の
間
を

１
ｍ
な
い
し
２
ｍ
空
け
、
換
気

も
常
時
行
う
。
さ
ら
に
体
温
を

測
定
す
る
な
ど
検
討
し
て
い

る
。

　
　

消
毒
液
や
非
接
触
型
体
温

計
な
ど
は
準
備
し
て
い
る
の
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

予
算
は
計
上
し
て
い
る
。

　
　

役
場
庁
舎
に
も
温
度
セ
ン

サ
ー
を
置
い
て
も
い
い
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

具
体
的
な
憂
い
が
備
え
を
生

む
と
い
う
こ
と
が
、
防
災
に
対

す
る
信
条
な
の
で
、
そ
う
い
う

懸
念
を
持
っ
た
対
応
は
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
の
避
難
所

マ
ッ
プ
に
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

が
抜
け
て
い
る
が
、
町
で
は
把

握
し
て
い
る
の
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
で
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
昨
年
の
台
風
19
号
の
際
に

は
第
１
避
難
所
と
し
て
使
用
し

た
経
緯
は
あ
る
。

　
　

消
防
団
は
地
域
防
災
に
お

い
て
大
事
な
組
織
で
あ
る
。
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
大
前
提
だ

が
、
町
と
し
て
確
保
に
苦
労
し

て
い
る
件
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

消
防
団
は
地
域
防
災
に
不
可

欠
で
あ
り
、
団
員
の
確
保
及
び

維
持
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
。
現
在
、
様
々
な
職
業

の
団
員
が
在
籍
し
て
お
り
、
勤

務
体
制
や
勤
務
時
間
等
を
考
慮

し
な
が
ら
、
今
後
の
消
防
団
活

動
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
検
討

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
　

長
野
県
の
と
あ
る
地
区
で

は
操
法
訓
練
等
を
取
り
や
め

て
、
現
実
に
即
し
た
ホ
ー
ス
の

展
開
や
少
人
数
に
よ
る
訓
練
等

を
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

矢
祭
町
も
活
動
に
つ
い
て
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

訓
練
等
改
革
に
つ
い
て
は
、

団
長
を
は
じ
め
と
し
た
話
し
合

い
が
必
要
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
中
で
、
自
ら
が
仕
事

を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
は
大

変
酷
な
面
も
あ
る
が
、
時
代
の

変
化
と
共
に
、
組
織
の
見
直
し

も
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

　
　

消
防
団
の
消
防
協
力
隊
の

人
数
が
増
え
た
と
い
う
話
を
聞

い
た
が
、
団
員
と
同
じ
よ
う
な

活
動
を
す
る
の
か
、
少
し
協
力

す
る
よ
う
な
形
に
な
る
の
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

通
常
の
消
防
団
員
の
補
助
的

な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
か

と
思
う
。
ま
た
、
現
地
に
消
防

団
員
が
い
な
い
場
合
に
は
真
っ

先
に
駆
け
つ
け
て
も
ら
う
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
る
。

　
　

消
防
協
力
隊
の
報
酬
や
保

険
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

報
酬
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
保
険
補
償
に

つ
い
て
は
、
町
で
福
島
県
の
市

町
村
総
合
事
務
組
合
に
分
担
金

を
払
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
何

か
あ
っ
た
場
合
に
は
公
務
災
害

補
償
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
　

女
性
消
防
隊
と
し
て
、
自

宅
に
い
る
方
が
防
御
訓
練
や
啓

蒙
を
行
っ
て
は
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

　
　

町
長

　

全
国
や
県
内
で
も
女
性
の
消

防
団
の
活
躍
が
新
聞
等
で
報
告

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
組

織
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
幹
部

等
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

　
　

消
防
団
の
活
動
の
際
に
、

感
染
症
予
防
を
考
え
て
活
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
装
備

や
防
護
服
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

感
染
予
防
に
関
す
る
装
備
が

十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
状

況
で
あ
る
。
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
が
現
場
で
ど
れ
だ

け
役
に
立
つ
か
難
し
い
点
も
あ

る
た
め
、
今
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

装
備
の
中
で
、
長
靴
は
、

釘
等
が
あ
っ
て
も
防
げ
る
よ
う

な
も
の
な
の
か
。
活
動
が
し
に

く
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

長
靴
は
、
通
常
市
販
さ
れ
て

い
る
物
と
変
わ
り
は
な
い
。

　
　

動
き
や
す
く
、
活
動
し
や

す
い
物
を
検
討
願
い
た
い
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
と
い
う
こ
と

で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
学
校
だ
け

で
使
う
形
に
な
っ
て
く
る
の
か
。

　
　

教
育
課
長

　

詳
細
は
こ
れ
か
ら
詰
め
る
こ

と
に
な
る
が
、
原
則
と
し
て
学

校
内
の
み
で
は
な
く
自
宅
学
習

に
も
使
え
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

　
　

自
宅
に
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
助

け
と
な
る
か
と
思
う
が
、
具
体

的
な
使
い
方
は
決
ま
っ
て
い
る

の
か
。

　
　

教
育
課
長

　

検
討
に
着
手
し
た
段
階
で
あ

る
が
、
国
か
ら
各
種
事
例
が
流

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
矢
祭
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

情
報
機
器
は
あ
っ
た
と
し

て
も
、
各
家
庭
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
か
ど

う
か
の
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で

Ｉ
Ｐ
と
連
携
で
き
れ
ば
と
考
え

る
が
、そ
の
辺
は
ど
う
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

自
宅
で
の
ア
ク
セ
ス
が
大
き

な
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
る
と
い

う
認
識
は
持
っ
て
い
る
。た
だ
、

町
と
し
て
も
十
分
な
知
識
が
な

い
の
で
、
詳
し
い
方
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で

進
め
て
い
く
べ
き
か
検
討
す
る

手
は
ず
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
は
３
密
を
避

け
る
の
が
大
変
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
指
導
員
や
介
助

の
確
保
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

指
導
員
の
確
保
に
つ
い
て
は

大
丈
夫
で
あ
る
。
更
に
、
元
々

の
児
童
ク
ラ
ブ
に
加
え
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
も
利
用
し
て
い
る

の
で
、
対
策
は
取
っ
て
い
け
る

と
施
設
側
か
ら
は
聞
い
て
い

る
。
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

は
、
綿
密
に
連
絡
を
取
り
合
い

な
が
ら
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

全
国
で
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
が
民
報
新
聞
に
出
て
お
り
、

土
木
・
健
康
福
祉
・
防
災
・

教
育
・
一
般
行
政

郡司浩子議員

質
問　

商
工
会
前
の
大
雨
時
の

冠
水
問
題
に
つ
い
て

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

質
問　

避
難
所
の
設
置
に
つ
い
て

質
問　

消
防
団
に
つ
い
て

質
問　

小
・
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

導
入
に
つ
い
て

質
問　

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

答 問

答 問答 問

答 問答 問答 問

答

問

答 問答 問答 問

答 問答 問答 問答 問

答

問

答 問

答

問

答 問答 問

答 問答 問答 問

答 問答 問答 問

答

問

答 問質
問　

児
童
生
徒
の
感
染
症
に

よ
る
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て

問



35 34

自
宅
待
機
に
よ
り
子
ど
も
の
体

力
の
低
下
や
大
人
か
ら
離
れ
た

が
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
こ
ど
も
園
で
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

こ
ど
も
園
含
め
て
小
・
中
学

校
か
ら
深
刻
な
相
談
を
受
け
て

い
る
と
い
う
事
例
は
な
い
。
再

開
を
楽
し
ん
で
通
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
い
じ
め
と
い
う
話

も
出
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き

な
い
よ
う
に
心
の
ケ
ア
と
い
う

形
を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
教
育
委
員
会

も
情
報
収
集
を
し
て
い
る
。
現

時
点
で
そ
の
よ
う
な
相
談
は
寄

せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
引
き
続

き
連
携
を
取
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

白
河
、
矢
吹
地
区
ま
で
中

型
バ
ス
で
通
学
し
て
い
る
高
校

生
が
い
る
。
中
型
な
の
で
密
着

し
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
密
を

避
け
る
た
め
に
も
町
と
し
て
補

助
金
の
助
成
を
し
て
、
大
型
バ

ス
で
通
学
で
き
る
よ
う
に
考
え

て
い
た
だ
け
な
い
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
会
と
い
っ
た

と
こ
ろ
が
主
体
と
な
っ
て
運
行

し
て
い
て
、
塙
や
棚
倉
の
生
徒

も
乗
っ
て
い
る
こ
と
も
聞
い
て

い
る
の
で
、
町
が
働
き
か
け
る

の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
運
行
を
行
っ
て
い
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
保
護
者
会
の
方
で
働
き

か
け
を
し
て
い
く
と
こ
ろ
か
な

と
考
え
て
い
る
。

　
　

い
ろ
い
ろ
な
町
村
か
ら
、

町
に
補
助
金
の
要
請
が
あ
れ

ば
、
聞
く
耳
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
の
か
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。

　
　

町
長

　

精
査
、
情
報
収
集
し
な
が
ら

検
討
す
る
課
題
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
職
員
の
交
代

勤
務
が
行
わ
れ
た
が
、
課
題
は

あ
っ
た
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

課
題
と
し
て
は
、
在
庁
す
る

職
員
数
が
通
常
の
半
分
で
３
密

を
防
止
で
き
た
た
め
、
感
染
リ

ス
ク
の
低
減
に
は
つ
な
が
っ
た

と
考
え
て
い
る
が
、
半
分
だ
っ

た
こ
と
で
住
民
の
方
に
は
対
応

に
時
間
が
か
か
り
ご
不
便
を
お

か
け
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
ま
た
、
職
員
に
つ
い
て
も

在
宅
勤
務
に
よ
り
担
当
業
務
の

関
係
法
令
等
を
読
み
解
く
な

ど
、
業
務
の
精
通
度
を
高
め
る

こ
と
は
で
き
た
と
思
う
が
、
出

勤
し
た
際
に
２
日
分
の
事
務
処

理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
点
で
、
長
時
間
労
働
や
担

当
外
業
務
を
行
う
こ
と
で
、
精

神
的
ス
ト
レ
ス
も
か
な
り
あ
っ

た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

今
回
、
緊
急
時
で
こ
の
よ
う
な

体
制
を
取
っ
た
が
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
で
き
る
体
制
で
は
な

い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い

る
。

　
　

町
長

　

交
代
勤
務
は
、
町
民
の
不
便

と
職
員
の
苦
労
も
考
え
て
の
行

動
だ
っ
た
。
た
だ
、
行
政
が
交

代
勤
務
を
取
っ
た
と
な
れ
ば
、

町
民
に
も
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い

が
伝
わ
り
、
結
果
と
し
て
感
染

者
も
出
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
　

も
う
少
し
町
の
情
報
を
発

信
し
て
ほ
し
い
と
町
民
か
ら
言

わ
れ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
遅

か
っ
た
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
何
度
か
質

問
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

問
題
で
発
信
が
で
き
な
い
の
か

伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

精
通
し
て
い
な
い
職
員
も
多
い

状
況
で
あ
る
た
め
、
町
と
し
て

も
職
員
の
研
修
会
等
を
実
施

し
、
そ
う
い
っ
た
部
分
を
強
化

し
な
が
ら
、
町
民
の
方
に
多
く

の
情
報
を
提
供
し
て
い
け
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

Ｉ
Ｔ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
職
と

い
う
専
門
家
が
い
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
う

い
っ
た
人
材
の
育
成
、
ま
た
は

役
場
職
員
と
し
て
配
置
す
る
と

い
っ
た
こ
と
も
今
後
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。

　
　

町
長

　

こ
れ
か
ら
の
段
階
と
し
て
の

考
え
で
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
が
、
今
の
段
階
で
は
ま
だ
そ

う
い
う
状
況
で
は
な
い
気
が
す

る
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

Ｉ
Ｔ
関
連
の
専
門
的
な
ス
キ

ル
を
持
っ
た
職
員
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

で
１
名
雇
用
し
て
い
る
。た
だ
、

週
に
２
、
３
日
の
勤
務
で
、
十

分
な
対
応
で
は
な
い
こ
と
も
事

実
で
あ
り
、
今
後
、
そ
の
よ
う

な
部
分
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て

い
く
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

★

５
月

11
日　

第
４
回
町
議
会
臨
時
会

　
　
　

（
議
場
）

20
日　

例
月
出
納
検
査(

議
員

　
　
　

控
室)

29
日　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　

圏
整
備
組
合
議
会
第
２

　
　
　

回
臨
時
会
（
白
河
市
）

★

６
月

１
日　

松
く
い
虫
防
除
推
進
協

　
　
　

議
会(

第
１
会
議
室)

４
日　

全
員
協
議
会
（
議
員
控

　
　
　

室
）

９
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

15
日
～
19
日　

第
５
回
町
議
会

　
　
　

定
例
会
（
議
場
）

20
日　

「
矢
祭
子
ど
も
司
書
」　

　
　
　

講
座
開
校
式
（
も
っ
た

　
　
　

い
な
い
図
書
館
）

22
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

★

７
月

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

　
　
　

小
中
学
校
合
同
着
任
式

　
　
　

（
第
１
会
議
室
）

22
日　

水
道
事
業
決
算
審
査

　
　
　

（
議
員
控
室
）

27
日　

全
員
協
議
会
（
議
場
）

30
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
臨

　
　
　

時
会(

東
白
衛
生
組
合

　
　
　

会
議
室)

31
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
長

　
　
　

会
第
２
回
定
例
会(

ル

　
　
　

ネ
サ
ン
ス
棚
倉)

監査・議会
の動き

次の定例会は、９月です。

（※氏名記入などの簡単な手続きで傍聴できます。）

あなたも議会を
傍聴してみませんか

　

昨
年
の
台
風
19
号
に
よ
り
被
災

を
受
け
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
災

害
復
旧
事
業
等
に
よ
り
町
が
復
旧

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
町
議
会

で
は
、
こ
れ
ら
の
復
旧
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
６
月
４
日
に
全
員

協
議
会
を
開
催
し
、
事
業
課
長
か

ら
工
事
概
要
の
説
明
を
受
け
、
そ

の
後
現
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
し

た
。
水
田
等
の
作
付
け
に
支
障
が

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
農
地
関

係
の
復
旧
を
優
先
さ
せ
、
今
後
は

道
路
等
の
復
旧
工
事
を
進
め
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
町
議
会
と
し
ま

し
て
も
、
１
日
で
も
早
い
復
旧
の

た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

台
風
19
号
災
害
復
旧
事
業
の
進
捗
状
況
確
認

下関河内字表木地内の工事施工状況

関岡字町地内の町道の被災状況

関岡字江戸塚地内の水田の土砂撤去状況

質
問　

高
校
生
の
通
学
に
つ
い
て

質
問　

職
員
の
交
代
勤
務
に

つ
い
て

質
問　

町
か
ら
の
情
報
発
信

に
つ
い
て

　請願、陳情はその取扱いを議会
運営委員会で協議します。9月定例
会に請願、陳情をされる方は令和 2
年 8月 31 日までに提出願います。

請願・陳情について

答答 問

答

問

答 問答 問

答

問答問答

答
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町県民税▶２期
国民健康保険税▶３期
介護保険料▶３期
後期高齢者医療保険料▶１期
納期限（口座振替日）▶８月３１日（月）

●今月の納税

　

令
和
２
年
２
月
以
降
に
収
入

が
減
少
し
た
場
合
、
令
和
２
年

度
（
令
和
２
年
７
月
か
ら
令
和

３
年
６
月
ま
で
）
に
つ
い
て
国

民
年
金
保
険
料
の
臨
時
特
例
免

除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和

元
年
度
の
申
請
を
さ
れ
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
再
度
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
申
請
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法

や
申
請
書
等
は
、
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

白
河
年
金
事
務

　

所
☎
０
２
４
８
‐
２
７
‐
４

　

１
６
１

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
県
の
税
金
で
す
。
８
月
11

日
付
け
で
送
付
さ
れ
る
納
税
通

知
書
に
よ
り
納
期
限
ま
で
に
金

融
機
関
か
ら
納
付
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
は
、
納
期
限
ま
で
に
預
金
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
期
限　

第
１
期
▼
８
月
31
日

　
（
月
）/

第
２
期
▼
11
月
30

　

日
（
月
）（
＊
税
額
が
１
万

　

円
以
下
の
場
合
は
、
第
１
期

　

に
一
括
で
納
め
る
よ
う
に
な

　

り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

　

方
振
興
局
県
税
部
☎
０
２
４

　

８
‐
２
３
‐
１
５
１
７

　

教
科
書
採
択
の
内
容
に
つ
い

て
左
記
の
と
お
り
公
開
し
て
い

ま
す
。
詳
細
等
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　

中
央
公
民
館

期
日　

令
和
２
年
９
月
１
日
〜

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
教
育
委

　

員
会
☎
４
６
―
４
５
８
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
母
性
健
康
管
理
措

置
に
よ
る
休
暇
取
得
支
援
助
成

金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
こ
の

助
成
金
を
活
用
し
つ
つ
、
妊
娠

中
の
女
性
労
働
者
が
休
み
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
積
極

的
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
労
働
局
雇

　

用
環
境
・
均
等
室
☎
０
２
４

　

‐
５
３
６
‐
４
６
０
９

　

自
衛
官
候
補
生
と
は
、
入
隊

後
約
３
か
月
間
、
自
衛
官
候
補

生
と
し
て
必
要
な
基
礎
を
学

び
、
教
育
終
了
後
正
式
に
自
衛

官
に
任
用
さ
れ
る
制
度
で
す
。

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未

　

満
の
男
女

受
付
期
間　

年
間
を
通
し
て
受

　

付
を
行
っ
て
い
ま
す

試
験
期
日　

受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す

試
験
会
場　

受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

　

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

　

所
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐
０

　

３
７
２

　

身
長
・
体
重
・
胸
囲
の
身
体

基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

令
和
２
年
７
月
27

　

日
〜
８
月
21
日

【
警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
程
度
】

応
募
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２

　

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　

大
学
を
卒
業
し
た
方
又
は
令

　

和
３
年
３
月
末
ま
で
に
大
学

　

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

試
験
日　

１
次
▼
令
和
２
年
９

　

月
20
日
／
２
次
▼
令
和
２
年

10
月
29
日
〜
10
月
30
日

【
警
察
官
Ｂ
（
高
校
卒
程
度
）】

応
募
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

試
験
日　

１
次
▼
令
和
２
年
９

　

月
20
日
／
２
次
▼
令
和
２
年

10
月
25
日
〜
10
月
28
日
の
う

　

ち
指
定
す
る
２
日

問
い
合
わ
せ　

棚
倉
警
察
署
☎

　

０
２
４
７
‐
３
３
‐
０
１
１

　

０

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
８

月
28
日
か
ら
９
月
３
日
ま
で
の

７
日
間
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
と

し
て
、
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、

虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の
抱

え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
強
化
週

間
の
期
間
以
外
の
日
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
に
お
い
て
も
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

令
和
２
年
８
月
28
日（
金
）

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

母
性
健
康
管
理
措
置
に
よ
る

休
暇
取
得
支
援
助
成
金

〜
令
和
２
年
９
月
３
日（
木
）

　

ま
で
の
７
日
間

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

７
時
（
８
月
29
日
（
土
）・

30
日
（
日
）
は
午
前
10
時
〜

　

午
後
５
時
）

問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

　

局
人
権
擁
護
課
☎
０
２
４
‐

　

５
３
４
‐
１
９
９
４

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ

り
納
期
限
が
延
長
さ
れ
て
い
た

国
税
の
納
期
限
が
８
月
31
日

（
月
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し

て
い
る
方
は
、
同
日
ま
で
に
申

請
す
る
こ
と
で
、
納
税
の
猶
予

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
ご
相

談
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
猶

　

予
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２

　

０
‐
９
４
５
‐
４
３
０
／
白

　

河
税
務
署
（
徴
収
担
当
）
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
７
１
１

　

１

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職

な
ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ

い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
平
日
の
面
談
や
電

話
の
ほ
か
、
電
子
メ
ー
ル
で
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
方
法　

来
所
▼
福
島
市
中

　

町
８
番
２
号
（
県
自
治
会
館

　

４
階
）/

電
話
▼
☎
０
２
４

　

‐
５
２
１
‐
７
５
９
４
／
電

　

子
メ
ー
ル
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

よ
り
受
付

相
談
受
付
時
間　

来
所
・
電
話

▼
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
／
電

　

子
メ
ー
ル
▼
随
時
受
付

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
労
働
委

　

員
会
事
務
局
☎
０
２
４
‐
５

　

２
１
‐
７
５
９
４

相　
　

談

　新型コロナウイルス感染症が再び猛威を
振るっています。幸い本町では感染者が出
ておりませんが、関東圏に近いこともあり、
いつ感染者が出てもおかしくない状況です。
帰宅後の手洗い・うがいはもちろん、外出
の際は、訪問地の感染状況などを把握する
など、今一度、感染予防の徹底を心掛けま
しょう。　　　　　　　　　　　　　　（海）

人　口 ５,６４５人（－   ８）
男 ２,７６７人（－   ５）
女 ２,８７８人（－   ３）
世　帯 ２,０９２世帯（－   ６）

人の動き
７月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
成瀨　一廣 72 一枝 6 / 30 中石井
鈴木　義治 91 昌弘 7 / ９ 東　舘
益子チヱ子 82 正則 7 / 12 宝　坂
伊藤　良雄 81 修一 7 / 20 下石井
近藤　利子 55 拓巳 7 / 22 下関河内
緑川トミ子 91 智 7 / 23 中石井
金澤　大樹 39 美浩 7 / 28 下関河内
松本重四郎 84 秀夫 7 / 29 下石井

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和2年1月1日～7月15日）

火災件数　 ０件
救急出動　  82件

あなたと大切な家族を守る！住宅火災警報器

白
河
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

収
入
が
減
少
し
た
方
へ

募　
　

集

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
菊池　優

ゆ う な

那 7/5 博和 ・ 智美 戸塚

白坂　謙
け ん し ん

心 7/11 勇磨 ・ 真 東舘

鈴木　颯
ふ う か

夏 7/20 健 ・ 桂子 関岡

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略） 個
人
事
業
税
の
納
期
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

夏が近づき、気温も高くなってきました。この時期に注意した
いのが「熱中症」です。皆さんは屋外で仕事や運動をしている
時になるものと思っていませんか？実は…室内でもなる可能性
があります‼なぜ、室内で？と不思議に思った方もいると思い
ます。「熱中症」になる大きな３つの原因を見てみると、【①高
温多湿な環境　②体内の水分と塩分のバランスが崩れてしまう
③自分の体温調整がうまくできず、体温が上がってしまう】こ
の３つの内１つでも当てはまる状況では、いつ「熱中症」になっ
てもおかしくありません。室内でも油断せずに、こまめな水分
補給を行い、エアコンや扇風機を使用して部屋の温度を下げる

労
働
困
り
ご
と

相
談
窓
口
を
開
設

警
察
官
Ａ
・
Ｂ
を

募
集
し
ま
す

自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
ま
す

令
和
３
年
度
使
用
教
科
用

図
書
採
択
に
係
る
情
報
公
開



日 月 火 水 木 金 土
9 10 11 12 13 14 15

 

○深谷クリニック☎33-3223 ○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

16 17 18 19 20 21 22
● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：15）

●特定健診及び各種がん検診
　保セ

●特定健診及び各種がん検診
　保セ

●特定健診及び各種がん検診
　保セ

●特定健診及び各種がん検診
　保セ

●特定健診及び各種がん検診
　保セ

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

23 24 25 26 27 28 29
●矢祭読書の日
●特定健診及び各種がん検診
　保セ

●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

30 31 9/1 2 3 4 5
●ウォーキング教室
　（10：00～11：30）
●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

 

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

6 7 8 9 10 11 12
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●２歳児歯科健診
　      保セ（13：00～13：10）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


